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昨
年
十
二
月
、
中
国
湖
北
省
武
漢
か
ら

発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
瞬
く

間
に
全
世
界
に
広
が
り
、
多
く
の
人
が
亡

く
な
り
、
日
本
で
も
全
国
各
地
に
感
染
者

が
広
が
り
、
緊
急
事
態
宣
言
ま
で
出
て
、

世
界
中
で
多
く
の
人
が
集
ま
る
ス
ポ
ー
ツ
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
、
延
期
と
混
乱
し

て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
全
日
本
弓
道

連
盟
に
お
き
ま
し
て
も
前
年
度
二
月
か
ら

大
会
、
審
査
、
講
習
会
が
九
月
ま
で
中
止

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

茨
城
県
弓
道
連
盟
で
は
、
昨
年
四
十
五

年
振
り
と
な
る
、
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国

体
が
開
催
さ
れ
、
県
連
盟
一
丸
と
な
り
無

事
終
了
し
、
一
安
心
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
、
県
連
盟
の
最
重
要
行
事
で
あ
り
ま
す
、

理
事
会
、
代
議
員
会
が
開
催
出
来
な
い
状

況
に
陥
り
、
理
事
会
で
は
議
案
書
を
各
理

事
が
在
宅
で
リ
モ
ー
ト
論
議
し
て
い
た
だ

き
、
議
書
書
類
を
代
議
員
に
送
付
し
、
書

面
で
賛
成
決
済
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

全
日
本
弓
道
連
盟
で
も
改
革
が
進
み
若

返
り
を
進
め
て
実
行
し
て
い
ま
す
。
茨
城

県
弓
道
連
盟
も
国
体
終
了
を
機
に
若
返
り

人
事
を
し
、
新
役
員
体
制
で
船
出
い
た
し

ま
し
た
。
長
い
間
県
弓
道
連
盟
を
支
え
て

い
た
だ
い
た
旧
役
員
の
先
生
方
に
は
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
る
と
、
大
会
で
は
高
校

の
部
の
関
東
大
会
以
上
の
記
録
で
は
、
関

東
高
等
学
校
弓
道
大
会
女
子
団
体
三
位

（
鹿
島
高
校
）、
関
東
高
等
学
校
弓
道
個

人
選
手
権
選
抜
大
会
男
子
一
位
（
千
葉
大

地　

石
岡
一
高
）、
女
子
七
位
（
坂
佐
井

朋
佳　

水
戸
二
高
）、
国
体
少
年
男
子
遠

的
六
位
。
中
学
の
部
の
関
東
中
学
生
弓
道

大
会
男
子
団
体
三
位
（
東
海
南
中
）、
全

国
中
学
生
弓
道
大
会
男
子
団
体
一
位
（
東

海
南
中
）、
女
子
三
位
（
水
戸
二
中
）、　

一
般
の
部
の
関
東
教
職
員
弓
道
大
会
男

子
団
体
一
位
（
谷
田
部
、
坂
井
、
青
柳
）、

二
位
（
中
嶋
、
栗
田
、
福
永
）、
全
日
本

教
職
員
弓
道
大
会
男
子
個
人
九
位
（
後

藤
）、
関
東
地
域
弓
道
選
抜
選
手
権
大
会

称
号
者
四
位
（
山
口
）、
全
日
本
弓
道
遠

的
選
手
権
大
会
女
子
の
部
五
位(

長
谷
川)

、

全
自
衛
隊
弓
道
大
会
有
段
の
部
一
位
（
福

田
）、
称
号
者
三
位
（
大
貫
）、
以
上
の
通

り
活
躍
さ
れ
全
日
本
優
秀
地
連
ラ
ン
キ
ン

グ
が
十
四
位
と
ア
ッ
プ
さ
れ
、
日
頃
の
修

練
が
少
し
発
揮
さ
れ
た
感
じ
が
し
ま
し
た
。

審
査
で
は
、
難
関
で
あ
り
ま
す
教
士
が
三

名
（
黒
澤
、
石
塚
、
堀
）
久
し
ぶ
り
に
突

破
し
、
六
段
も
三
名
（
柴
村
、
根
本
、
伊

東
）
昇
段
し
ま
し
た
。

　

錬
士
も
十
名
合
格
さ
れ
ま
し
た
。
講
習

会
で
は
、
県
内
講
習
会
は
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
外
部
招
聘
ほ
か
関
東
、
中
央
等
の
大

き
な
講
習
会
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
矢
羽

問
題
の
影
響
で
中
止
に
な
り
、
現
在
も
全

国
に
お
い
て
中
止
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

茨
城
県
弓
道
連
盟
で
は
、
今
年
度
新
役
員

で
の
対
応
で
す
が
、
早
く
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
や
矢
羽
問
題
が
終
息
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
、
会
員
皆
様
の
協
力
を
頂

き
な
が
ら
進
め
て
行
き
ま
す
。

　　

続
い
て
、
茨
城
国
体
の
報
告
を
述
べ
ま

す
。

　
［
天
皇
御
即
位
記
念
］

　
　

第
74
回
国
民
体
育
大
会
を
終
え
て　
　
　

　

い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
２
０
１
９　

弓
道
競
技
会
が
無
事
終
了
し
た
こ
と
を
報

告
致
し
ま
す
。

　

今
年
は
全
国
各
地
が
台
風
、
豪
雨
、
土

砂
崩
れ
な
ど
の
被
害
に
見
舞
わ
れ
、
全
国

弓
友
の
方
々
も
被
災
さ
れ
た
と
の
声
も
き

か
れ
る
な
か
で
の
開
催
で
し
た
。
国
体
開

催
期
間
前
週
と
翌
週
で
、
台
風
が
関
東
を

襲
う
な
か
で
の
奇
跡
的
な
開
催
で
し
た
。

開
催
に
は
、
全
日
本
弓
道
連
盟
・
増
田
規

一
郎
会
長
は
じ
め
役
員
の
皆
様
、
関
東
地

域
弓
道
連
盟
連
合
会
の
先
生
方
が
、
役
員
、

審
判
委
員
と
し
て
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
こ

と
を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
本
国

体
開
催
五
年
前
か
ら
、
水
戸
市
長
・
高
橋

靖
様
を
は
じ
め
水
戸
市
国
体
実
行
委
員
会
、

競
技
会
場
と
な
る
茨
城
県
武
道
館
・
堀

原
運
動
公
園
職
員
の
皆
様
、
水
戸
市
近
郊

の
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
本
連
盟
競
技

役
員
が
幾
度
と
な
く
協
議
、
リ
ハ
ー
サ
ル

を
行
い
ま
し
た
。
水
戸
市
実
行
委
員
会
と

競
技
役
員
に
お
い
て
は
、
先
催
の
福
井
県
、

愛
媛
県
、
岩
手
県
へ
の
視
察
を
行
い
準
備

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
茨
城
県
弓
道
連
盟

も
三
年
前
か
ら
一
般
大
会
を
変
更
、
休
会

と
い
う
対
応
し
、
本
番
を
想
定
し
て
練
習

令
和
二
年
に
向
け
て

久
保
田
　
清

茨
城
県
弓
道
連
盟
　
会
長
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こ
の
度
、
役
員
改
選
に
あ
た
り
、
図

ら
ず
も
理
事
長
に
推
挙
さ
れ
就
任
い
た

し
ま
し
た
。
前
理
事
長
の
大
峰
先
生
の

お
人
柄
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
こ
こ
で

述
べ
る
ま
で
も
な
く
温
厚
な
そ
の
器
の

大
き
さ
は
、
会
員
の
皆
様
方
か
ら
の
信

頼
も
厚
い
も
の
で
し
た
。
こ
こ
で
県
連

の
運
営
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に

心
よ
り
敬
意
を
表
し
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

わ
た
く
し
自
身
は
浅
学
非
才
で
経

験
・
知
識
共
に
不
足
し
て
お
り
重
圧
は

計
り
知
れ
ま
せ
ん
が
、
精
い
っ
ぱ
い
努

め
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
何
が
で
き

る
か
は
心
細
い
限
り
で
す
が
、
県
連
の

円
滑
な
運
営
の
た
め
一
生
懸
命
事
務
を

執
行
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
十
月
二
日
か
ら
六
日
間
に
わ

た
っ
て
開
催
さ
れ
た
、
第
七
十
四
回
国

民
体
育
大
会
「
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国

体
２
０
１
９
」
に
お
け
る
弓
道
競
技
に

お
い
て
は
、
本
県
選
手
団
が
一
丸
と

な
っ
て
戦
っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い

と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
運
営
に
あ
た
っ
て

は
、
水
戸
市
国
体
実
行
委
員
会
、
茨
弓

連
国
体
事
務
局
そ
し
て
競
技
会
場
で
あ

る
茨
城
県
武
道
館
、
競
技
役
員
の
方
々

が
幾
度
と
な
く
協
議
・
リ
ハ
ー
サ
ル
を

重
ね
準
備
を
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が

成
功
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
の
だ
と
信
じ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
国
体
事
務
局
長

の
森
先
生
を
は
じ
め
、
国
体
実
行
委
員

の
方
々
に
は
三
年
も
前
か
ら
打
ち
合
わ

せ
、
視
察
等
の
準
備
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
は
、
茨
城
県
弓
道
連
盟
の

一
般
大
会
も
、
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
と
し

て
練
習
を
重
ね
、
水
戸
市
近
郊
の
高
校

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
こ
と
で
、
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
な
運

営
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
も
の
と
、
改
め

て
関
係
各
位
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
る
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
令
和
元
年
度
の
代
議
員
会
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た

め
、
極
め
て
異
例
で
は
あ
り
ま
す
が
、

書
面
で
の
決
議
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

第
一
号
議
案
「
事
業
報
告
」
で
は
競

技
部
よ
り
県
内
・
外
の
大
会
に
お
け
る

結
果
等
、
指
導
部
か
ら
は
講
習
会
の
開

催
状
況
等
研
修
事
業
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
審
査
部
か
ら
は
一
般
審

査
・
中
高
生
審
査
・
連
合
審
査
の
実
施

状
況
及
び
中
央
審
査
・
連
合
審
査
に
お

け
る
合
格
者
の
掲
載
等
、
強
化
部
か
ら

は
一
次
・
二
次
・
三
次
そ
れ
ぞ
れ
の
強

化
事
業
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
第
二
号
議
案
「
決
算
報

告
」
で
は
、
支
部
別
会
員
登
録
数
１
，

２
１
９
名
で
あ
っ
た
こ
と
を
は
じ
め
一

般
会
計
・
各
専
門
部
会
計
・
国
体
基
金

会
計
に
つ
い
て
収
支
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
収
支
に
つ
い
て
は
、
令
和
二

を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
番
前
ま

で
練
習
で
は
少
し
不
安
も
あ
り
ま
し
た

が
、
い
ざ
始
ま
る
と
完
璧
に
近
い
運
営

を
行
い
、￢
茨
城
の
底
力
を
見
せ
よ
う
」

の
合
言
葉
の
も
と
、
強
い
団
結
心
を
見

せ
る
こ
と
が
で
き
た
大
会
で
し
た
。

　

施
設
面
に
お
い
て
は
、
堀
原
運
動
公

園
の
安
全
を
第
一
に
、
茨
城
県
が
誇
る

既
設
の
茨
城
県
武
道
館
近
的
射
場
と
、

フ
ェ
ン
ス
、
照
明
観
客
席
な
ど
を
整
え

て
い
た
だ
い
た
立
派
な
遠
的
射
場
が
準

備
で
き
ま
し
た
。
特
設
射
場
も
遠
的
射

場
の
横
、
近
的
射
場
安
土
裏
と
、
会
場

全
体
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
納
め
、
動
線
よ

く
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
多

目
的
広
場
に
は
、
茨
城
県
を
代
表
す
る

物
産
品
の
販
売
店
、
お
土
産
店
、
国
体

グ
ッ
ズ
、
弓
具
店
が
並
ん
で
お
り
大
賑

わ
い
で
し
た
。
な
か
で
も
長
蛇
の
列
が

『
弓
道
体
験
コ
ー
ナ
ー
』
で
、
市
民
、

小
学
生
た
ち
が
中
り
外
れ
で
大
盛
況
で

し
た
。
競
技
は
近
年
に
な
く
、
ハ
イ
レ

ベ
ル
な
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
近
的

成
年
男
子
の
岡
山
県
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
第
一
・
第
二
試
合
で
12
射
皆
中
で

決
勝
進
出
、
片
や
岩
手
県
は
第
一
試
合

10
中
、
第
二
試
合
も
10
中
の
後
、
４
回

の
競
射
を
戦
い
抜
き
決
勝
へ
と
駒
を
進

め
ま
し
た
。
決
勝
で
も
岡
山
県
が
皆
中

す
る
か
注
目
さ
れ
ま
し
た
が
、
結
果
は

12
中
対
10
中
で
岩
手
県
が
第
１
位
と
、

失
中
し
た
ら
負
け
の
高
的
中
勝
負
で
し

た
。
成
年
女
子
遠
的
に
お
い
て
、
大
分

県
の
折
田
唯
選
手
が
予
選
２
回
目
で
４

射
皆
中
40
点
満
点
、
１
回
目
と
合
わ
せ

て
66
点
を
一
人
で
出
す
と
い
う
大
記
録

を
出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
成
年
男
子
・
秋
田
県
の
成
田
裕

也
選
手
は
、
近
的
競
技
に
お
い
て
予

選
・
決
勝
・
射
詰
競
射
ま
で
全
的
中
で

し
た
。
こ
れ
だ
け
で
も
立
派
で
し
た
が
、

特
筆
す
べ
き
は
、
近
的
に
お
い
て
射
位

は
も
と
よ
り
、
射
詰
競
射
の
本
座
ま
で

を
も
膝
を
生
か
し
て
毅
然
と
し
て
臨
ん

で
い
た
こ
と
に
、
東
北
秋
田
の
気
概
と

弓
道
本
来
の
あ
り
方
を
見
せ
て
く
れ
た

気
が
し
ま
し
た
。
競
技
終
了
後
の
表
彰

式
で
は
、
戦
い
終
わ
り
顔
も
ほ
こ
ろ
び
、

お
互
い
の
健
闘
を
称
え
合
い
、
弓
道
競

技
会
が
終
了
し
ま
し
た
。
国
体
開
催
に

あ
た
り
、
関
係
各
位
の
甚
大
な
努
力
に

助
け
ら
れ
た
大
会
で
し
た
。
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
二
年
度
に
向
け
て

高
松
　
　
清

理
事
長
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今
年
度
の
理
事
会
、
代
議
員
会
は
、

今
ま
で
経
験
の
し
た
こ
と
の
な
い
こ
と

で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
予
防
対
策
と
し
て　

書
面
決
義
に
よ

る
議
決
に
な
り
ま
し
た
。
令
和
二
年
度

茨
城
県
弓
道
連
盟
理
事
会
議
案
書
の
第

一
号
議
案　

令
和
元
年
度
事
業
報
告
に

つ
い
て　

第
二
号
議
案　

令
和
元
年
度

決
算
報
告
に
つ
い
て　

第
三
号
議
案　

令
和
二
年
度
事
業
計
画
「
案
」
に
つ
い

て　

第
四
号
議
案　

令
和
二
年
度
予
算

（
案
）
に
つ
い
て
、
す
べ
て
賛
成
の
議

決
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
第
五
号
議
案　

役
員
の
改
選
に

つ
い
て
は
、
茨
城
県
弓
道
連
盟
役
員
等

候
補
者
選
考
委
員
会
規
約
に
よ
り
、
書

面
に
よ
る
役
員
等
候
補
者
選
考
委
員
会

で
会
長
及
び
監
事
二
名
（
会
長
・
久
保

田
清
、監
事
・
角
田
孝
、稲
葉
健
次
郎
）　

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
役
員
及
び
理
事
の
改
選
に

つ
い
て
、
昨
年
度
ま
で
の
大
き
な
事
業

が
終
了
し
た
こ
と
を
受
け
大
幅
な
役
員

交
代
と
な
り
ま
し
た
。　

　

総
務
企
画
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
一

人
増
員
さ
れ
ま
し
た
。
茨
城
県
弓
道
連

盟
総
務
企
画
委
員
会
規
約　

第
二
条　

委
員
会
は
、
弓
道
指
導
指
針
の
策
定
、

審
査
会
の
合
理
的
運
行
の
検
討
、
国
体

選
手
強
化
計
画
の
策
定
、
連
盟
活
性
化

の
施
策
な
ど
、
会
長
が
会
務
に
要
す
る

重
要
案
件
の
検
討
を
付
託
し
、
長
・
中

期
的
に
ま
と
め
て
会
長
に
報
告
す
る
も

の
と
す
る
、
に
鑑
み
、
令
和
二
年
度
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
考
慮

し
な
が
ら
各
委
員
で
議
論
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
の

自
粛
で
、
二
月
半
ば
か
ら
、
各
道
場
は

例
年
の
行
事
も
自
粛
ム
ー
ド
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
私
の
利
用
す
る
弓
道
場
も

使
用
禁
止
と
な
り
健
康
維
持
の
た
め
の

毎
日
の
楽
し
み
が
奪
わ
れ
て
し
ま
い
、

早
朝
の
散
歩
で
足
腰
を
鍛
え
よ
う
と
散

歩
す
れ
ば
食
欲
が
増
し
、
体
調
も
い
い

と
思
っ
た
と
こ
ろ
が
、
あ
っ
と
い
う
間

に
体
重
が
重
く
な
り
体
調
管
理
を
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
六
月
初
め
か
ら
待
ち
に

待
っ
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
自
粛
解
除

と
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
感
染
防
止

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
準
備
し
、
茨
城
県

内
に
在
住
者
の
み
の
使
用
と
な
り
ま
し

た
。
ま
だ
自
粛
解
除
は
完
全
で
は
な
く
、

同
じ
体
育
協
会
の
仲
間
な
の
に
県
外
の

皆
さ
ん
が
道
場
を
使
用
で
き
ず
、
ま
た
、

早
く
安
全
に
マ
ス
ク
無
し
で
利
用
し
た

い
も
の
で
す
。
安
全
に
利
用
い
た
だ
く

た
め
に
、「
３
つ
の
密
を
避
け
る
」、「
正

し
い
手
洗
い
」、「
正
し
い
マ
ス
ク
の
着

用
」
を
守
り
、
か
つ
取
手
弓
道
場
の
使

用
者
は
20
名
以
内
と
決
め
ら
れ
た
た
め
、

取
手
の
弓
道
人
口
の
60
名
を
前
半
、
後

半
と
２
班
に
分
け
密
に
な
ら
な
い
よ
う

に
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

高
校
生
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
、
高
校
生
活
最
後
の
舞
台
の
楽

し
み
が
次
々
と
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
中
、
茨
城
県
弓
道
連
盟
審
査

部
で
は
ビ
デ
オ
審
査
の
実
施
を
計
画
し
、

要
項
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
審
査
部
だ
よ
り
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。

総
務
企
画
委
員
会
よ
り

明
間
　
　
勲

総
務
企
画
委
員
長

年
四
月
十
九
日
に
監
査
を
実
施
し
、
監

事
よ
り
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
旨
の

結
果
報
告
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

第
三
号
議
案
「
令
和
二
年
度
事
業
計

画
（
案
）」
で
は
茨
城
県
弓
道
連
盟
行

事
予
定
を
例
年
ど
お
り
計
画
し
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
中
止
が
相

次
い
で
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
第
四
号
議
案
「
令
和
二
年
度

一
般
会
計
予
算(

案)

」
で
は
、
大
会
や

審
査
会
の
中
止
等
が
懸
念
さ
れ
る
中
で

の
予
算
配
分
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
五
号
議
案
「
役
員
改
選
」
で
、
新

任
の
副
会
長
四
名
、
理
事
長
、
副
理
事

長
、
監
事
、
お
よ
び
審
査
部
長
、
競
技

部
長
、
指
導
部
長
の
各
部
長
、
地
区
理

事
六
名
、
そ
し
て
総
務
企
画
委
員
が
新

た
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
再
任
さ
れ
た

久
保
田
会
長
は
じ
め
役
員
及
び
理
事
の

方
々
と
と
も
に
邁
進
し
て
ま
い
る
と
と

も
に
、
前
任
の
役
員
・
理
事
の
先
生
方

に
は
本
連
盟
の
運
営
に
多
大
な
る
ご
尽

力
と
そ
の
ご
功
績
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

次
に
、
関
東
地
域
な
ど
の
広
域
な

規
模
の
大
会
に
使
用
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
「
大
規
模
大
会
等
基
金
」

（
５
０
０
万
円
）
を
創
設
し
た
こ
と
を

ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
「
新
し
い
生
活
ス
タ
イ
ル
」
が
は

じ
ま
っ
た
こ
の
令
和
二
年
度
に
お
い

て
、
大
会
や
講
習
会
、
審
査
会
に
積
極

的
に
参
加
を
い
た
だ
き
た
い
と
こ
ろ
で

は
あ
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
動
向
を
見
な
が
ら
会
員
の
皆
さ
ま

の
健
康
を
第
一
に
考
慮
し
て
行
事
を
進

め
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
中
で
す
が
、
弓
道
人
口
の
拡

大
は
近
年
の
課
題
で
も
あ
り
、
弓
道
教

室
を
は
じ
め
地
域
活
動
を
よ
り
進
め
ら

れ
、
弓
道
を
継
続
で
き
る
環
境
づ
く
り

等
、
会
員
の
皆
様
に
は
様
々
な
工
夫
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
危
機
で
の
自
粛
要
請
を

受
け
て
異
例
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し

た
が
皆
様
方
の
お
力
添
え
を
お
願
い
す

る
と
と
も
に
皆
さ
ま
方
の
益
々
の
ご
発

展
、
ご
活
躍
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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主
催
者
が
遵
守
す
べ
き
事
項
、
参
加
者

が
遵
守
す
べ
き
事
項
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

で
す
。

主
催
者
用

　

 

（
競
技
大
会
・
講
習
会
・
審
査
会
）

1
．
全
般
的
な
事
項

　

・
こ
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
適
切
な　
　

場
所
に
掲
示
す
る

　

・
各
事
項
が
き
ち
ん
と
遵
守
さ
れ
て

い
る
か
会
場
内
を
定
期
的
に
巡

回
・
確
認
す
る

　

・
感
染
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、

個
人
情
報
の
取
扱
い
に
十
分
注

意
し
な
が
ら
、
参
加
当
日
に
参
加

者
よ
り
提
出
を
求
め
た
書
面
に

つ
い
て
、
大
会
後
１
ヶ
月
間
保
存

し
て
お
く

　

・
事
業
後
に
参
加
者
か
ら
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
発
症
し

た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
場
合
の

対
応
方
針
に
つ
い
て
、
施
設
の
立

地
す
る
自
治
体
の
衛
生
部
局
と

あ
ら
か
じ
め
検
討
し
て
お
く

〈
例
〉
水
戸
市　

相
談
窓
口
： 

　
　
　

０
２
９
－
３
０
６
－
６
２
３
３

　
　
　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

（
平
日
の
み
）

２
．
参
加
者
に
つ
い
て

　

・
当
面
の
間
、
参
加
者
を
次
の
よ
う

に
限
定
す
る

　

・
本
部
役
員 

、
運
営
役
員

　

・
参
加
申
込
を
し
た
者
（
選
手
及
び

監
督
等
）

　

・
役
員
の
人
数
は
最
小
限
と
す
る

　

・
三
つ
の
密
を
避
け
る
た
め
、
参
加

者
以
外
の
一
般
観
戦
は
当
面
の

間
禁
止
と
す
る
（
参
加
申
込
案
内

で
連
絡
す
る
）

３
．
参
加
申
込
に
つ
い
て

　

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
参
加
者
に

は
文
書
で
次
の
措
置
を
求
め
る

　

・
以
下
の
事
項
に
該
当
す
る
場
合
は
、

参
加
を
見
合
わ
せ
る
（
事
業
当
日

に
書
面
で
確
認
を
行
う
）

　

・
体
調
が
よ
く
な
い
場
合
（
例　

発

熱
・
咳
・
咽
頭
痛
な
ど
の 

症
状

が
あ
る
場
合
）

　

・
同
居
家
族
や
身
近
な
知
人
に
感
染

が
疑
わ
れ
る
方
が
い
る
場
合

　

・
過
去
14
日
以
内
に
政
府
か
ら
入
国

制
限
、
入
国
後
の
観
察
期
間
を
必

要
と
さ
れ
て
い
る
国
、
地
域
等
へ

の
渡
航
又
は
当
該
在
住
者
と
の

濃
厚
接
触
が
あ
る
場
合

　

・
マ
ス
ク
を
持
参
す
る
（
行
射
中
以

外
は
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
こ
と
）

　

・
こ
ま
め
な
手
洗
い
、
ア
ル
コ
ー
ル

等
に
よ
る
手
指
消
毒
を
実
施
す

る

　

・
他
の
参
加
者
、
役
員
等
と
の
距
離

（
で
き
る
だ
け
２
ｍ
以
上
）
を
確

保
す
る

　

・
参
加
中
に
大
き
な
声
で
会
話
等
を

し
な
い（
矢
声
禁
止
、応
援
禁
止
）

　

・
三
つ
の
密
を
避
け
る
た
め
、
参
加

者
以
外
の
一
般
者
等
の
観
戦
は

当
面
の
間
ご
遠
慮
願
う

　

・
感
染
防
止
の
た
め
に
主
催
者
が
決

め
た
そ
の
他
の
措
置
の
遵
守
、
主

催
者
の
指
示
に
従
う

　

・
事
業
終
了
後
２
週
間
以
内
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
発

症
し
た
場
合
は
、
主
催
者
に
対
し

て
速
や
か
に
濃
厚
接
触
者
の
有

無
等
に
つ
い
て
報
告
す
る

４
．
会
場
に
つ
い
て

　［
控
室
、
更
衣
室
、
休
憩
・
待
機
ス　

ペ
ー
ス 
］

　

・
広
さ
に
は
ゆ
と
り
を
持
た
せ
、
他

の
参
加
者
と
密
に
な
る
こ
と
を

避
け
る
（
障
が
い
者
の
介
助
を
行

う
場
合
を
除
く
）

　

・
ゆ
と
り
を
持
た
せ
る
こ
と
が
難
し

い
場
合
は
、
一
度
に
入
室
す
る
参

加
者
の
数
を
制
限
す
る
等
の
措

置
を
講
じ
る

　

・
複
数
の
参
加
者
が
触
れ
る
と
考
え

ら
れ
る
場
所
（
ド
ア
ノ
ブ
、
テ
ー

ブ
ル
、
イ
ス
等
）
に
つ
い
て
は
、

こ
ま
め
に
消
毒
す
る

　

・
１
時
間
お
き
に
換
気
用
の
窓
を
あ

け
る
等
、
換
気
に
配
慮
す
る

　

・
ア
ル
コ
ー
ル
等
の
手
指
消
毒
剤
を

設
置
す
る

［
洗
面
所
］

　

・
複
数
の
参
加
者
が
触
れ
る
と
考
え

ら
れ
る
場
所
（
ド
ア
ノ
ブ
、
水
洗

ト
イ
レ
の
レ
バ
ー
等
）
に
つ
い
て

は
、
こ
ま
め
に
消
毒
す
る

　

・
手
洗
い
場
に
は
石
鹸
（
ポ
ン
プ
型

が
望
ま
し
い
）
を
用
意
す
る

　

・「
手
洗
い
は
30
秒
以
上
」
の
掲
示

を
す
る

　

・
手
洗
い
後
に
手
を
拭
く
タ
オ
ル
は

各
自
用
意
し
て
、
共
有
し
な
い

　

・
手
指
を
乾
燥
さ
せ
る
設
備
が
あ
る

場
合
は
使
用
し
な
い
よ
う
に
す

る

［
観
覧
席
］

　

・
参
加
者
同
士
が
密
な
状
態
と
な
ら

な
い
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
観
客
席

の
数
を
減
ら
す
な
ど
の
対
応
を

と
る

　

・「
矢
声
・
応
援
禁
止
」
お
よ
び
「
マ

ス
ク
着
用
」
の
掲
示
を
す
る

［
第
２
控
・
第
３
控
、
集
合
場
所
］

　

・
参
加
者
ど
う
し
の
間
隔
が
密
と
な

ら
な
い
よ
う
、
ゆ
と
り
を
も
っ
て

配
置
す
る

　

・
飛
沫
防
止
の
た
め
、
私
語
を
禁
止

す
る

　

・
射
場
内
、
行
射
中
の
マ
ス
ク
着
用

は
行
射
者
の
判
断
に
任
せ
る

　

・
行
射
者
以
外
の
参
加
者
、
監
督
は

常
に
マ
ス
ク
を
着
用
す
る

　

・
複
数
の
参
加
者
が
触
れ
る
と
考
え

ら
れ
る
場
所
（
イ
ス
等
）
に
つ
い

て
は
、
こ
ま
め
に
消
毒
す
る
（
消

毒
剤
を
設
置
す
る
）

［
記
録
席
・
審
判
席
］

　

・
役
員
ど
う
し
の
間
隔
が
密
に
な
ら

な
い
よ
う
、
ゆ
と
り
を
も
っ
て
設

置
す
る

　

・
複
数
の
大
会
役
員
が
触
れ
る
と
考

え
ら
れ
る
場
所
・
機
材
（
机
、
イ

ス
、
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
、
マ
イ

ク
、
双
眼
鏡
、
看
的
表
示
板
、
的

中
数
表
示
板
、
○
×
表
示
器
等
）

に
つ
い
て
は
、
交
代
時
に
消
毒
す

る
（
消
毒
剤
を
設
置
す
る
）

　

・
筆
記
用
具
は
各
自
持
参
し
、
共
有

し
て
の
使
用
は
行
わ
な
い

　

・
矢
取
り
の
参
加
者
ど
う
し
が
密
に

な
ら
な
い
よ
う
、
看
的
小
屋
の
外

で
待
機
さ
せ
る

［
顧
問
控
室
・
本
部
］

　

・
密
な
状
態
と
な
ら
な
い
よ
う
、
必

要
に
応
じ
、
あ
ら
か
じ
め
イ
ス
の

数
を
減
ら
す
な
ど
の
対
応
を
と

る

　

・
換
気
用
の
窓
を
あ
け
る
等
、
換
気

に
配
慮
す
る

　

・
入
退
室
の
前
後
に
手
指
の
消
毒
を

茨
城
県
弓
道
連
盟

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
対

策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン 
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す
る
（
消
毒
剤
を
設
置
す
る
）

　

・
複
数
の
役
員
が
触
れ
る
と
考
え
ら

れ
る
場
所
（
机
、
イ
ス
等
）
に
つ

い
て
は
、
こ
ま
め
に
消
毒
す
る

［
巻
き
藁
室
・
遠
的
場
］

　

・
行
射
前
は
、
控
室
→
巻
き
藁
練
習

→
集
合
場
所
→
第
３
控
→
な
ど

参
加
者
導
線
を
一
方
向
に
な
る

よ
う
に
工
夫
す
る

　

・
巻
き
藁
室
（
役
員
控
え
室
）
も
密

に
な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
を
す

る

　

・
換
気
用
の
窓
を
あ
け
る
等
、
換
気

に
配
慮
す
る

　

・
開
始
前
以
外
の
巻
き
藁
練
習
は
遠

慮
し
て
も
ら
う

［
更
衣
室
、
休
憩
・
待
機
ス
ペ
ー
ス
］

　

・
広
さ
に
は
ゆ
と
り
を
持
た
せ
、
他

の
参
加
者
と
密
に
な
る
こ
と
を

避
け
る
こ
と
（
障
が
い
者
の
介
助

を
行
う
場
合
を
除
く
）

　

・
ゆ
と
り
を
持
た
せ
る
こ
と
が
難
し

い
場
合
は
、
一
度
に
入
室
す
る
参

加
者
の
数
を
制
限
す
る
等
の
措

置
を
講
じ
る
こ
と

　

・
室
内
又
は
ス
ペ
ー
ス
内
で
複
数
の

参
加
者
が
触
れ
る
と
考
え
ら
れ

る
場
所
（
ド
ア
ノ
ブ
、
ロ
ッ
カ
ー

の
取
手
、
テ
ー
ブ
ル
、
イ
ス
等
）

に
つ
い
て
は
、
こ
ま
め
に
消
毒
す

る
こ
と

　

・
換
気
扇
を
常
に
回
す
、
換
気
用
の

小
窓
を
あ
け
る
等
、
換
気
に
配
慮

す
る
こ
と

　

・
ス
タ
ッ
フ
が
使
用
す
る
際
は
、
入

退
室
の
前
後
に
手
洗
い
を
す
る

こ
と

５
．
開
場
・
入
場
に
つ
い
て

　

・
参
加
者
ど
う
し
が
社
会
的
距
離
を

開
け
て
並
ぶ
よ
う
に
呼
び
掛
け
、

整
然
と
入
場
さ
せ
る

　

・
マ
ス
ク
を
着
用
さ
せ
る

　

・
参
加
者
が
マ
ス
ク
を
準
備
し
て
い

る
か
の
確
認
を
す
る
。
持
っ
て

い
な
い
場
合
は
各
自
購
入
し
て

き
て
も
ら
う
か
入
場
を
遠
慮
し

て
も
ら
う
。（
主
催
者
側
で
販
売

は
し
な
い
）

　

・
入
口
に
は
、
手
指
消
毒
剤
を
設
置

す
る

　

・
発
熱
が
軽
度
で
あ
っ
て
も
咳
・
咽

頭
痛
な
ど
の
症
状
が
あ
る
人
は

入
場
し
な
い
よ
う
に
呼
び
掛
け

る
（
状
況
に
よ
っ
て
は
、
発
熱
者

を
体
温
計
な
ど
で
特
定
し
入
場

を
制
限
す
る
）

６
．
受
付
に
つ
い
て

　

・
当
日
の
出
席
確
認
の
受
付
は
、
代

表
者
が
参
加
者
の
体
調
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
を
纏
め
て
提
出
す
る

こ
と
で
密
を
避
け
る

　

・
受
付
を
行
う
役
員
は
、
マ
ス
ク
、

フ
ェ
イ
ス
ガ
ー
ド
、
ゴ
ム
手
袋
を

着
用
す
る

　

・
距
離
を
お
い
て
並
ぶ
よ
う
に
呼
び

か
け
る

　

・
受
付
場
所
で
の
現
金
の
授
受
を
行

わ
な
い

参
加
者
に
以
下
の
事
項
を
記
載
し
た
書

面
の
提
出
を
求
め
る 

（
書
面
は
支
部
毎

に
回
収
し
、
受
付
に
提
出
す
る
）

　

・
①
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
（
電
話

番
号
）
※
個
人
情
報
の
取
扱
い
に

十
分
注
意
す
る
。
主
催
者
が
1

か
月
間
保
存

　

・
②
参
加
当
日
の
体
調
管
理
チ
ェ
ッ

ク

　

・
③
参
加
前
14 

日
以
内
に
お
け
る

以
下
の
事
項
の
有
無

　

・
発
熱
の
症
状

　

・
息
苦
し
さ
（
呼
吸
困
難
）

　

・
だ
る
さ
（
倦
怠　

け
ん
た
い
感
）

　

・
嗅
覚
や
味
覚
の
異
常

　

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
陽

性
と
さ
れ
た
者
と
の
濃
厚
接
触

の
有
無

　

・
同
居
家
族
や
身
近
な
知
人
に
感
染

が
疑
わ
れ
る
方
が
い
る
場
合

　

・
過
去
14
日
以
内
に
政
府
か
ら
入
国

制
限
、
入
国
後
の
観
察
期
間
を
必

要
と
さ
れ
て
い
る
国
、
地
域
等
へ

の
渡
航
又
は
当
該
在
住
者
と
の

濃
厚
接
触
が
あ
る
場
合

　

・
発
熱
の
症
状
が
あ
る
場
合
、 

上
記 

③
の
内
容
に
該
当
す
る
場
合
お

よ
び
書
面
に
不
備
が
あ
る
場
合

は
大
会
へ
の
参
加
は
遠
慮
し
て

も
ら
う

7
．
役
員
打
合
せ
に
つ
い
て
に
つ
い
て

　

・
役
員
打
合
せ
は
密
を
避
け
る
た
め
、

事
前
に
メ
ー
ル
等
を
利
用
し
て

事
前
に
行
う
こ
と
を
勧
め
る

　

・
当
日
の
打
合
せ
は
射
場
等
、
広
い

場
所
で
行
う

　

・
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
な
ど
の
感
染

対
策
に
十
分
に
配
慮
す
る

８
．
開
会
式
・
閉
会
式
に
つ
い
て
に
つ

　
　

い
て

　

・
矢
道
を
利
用
す
る
か
、
参
加
は
各

支
部
代
表
１
名
に
す
る
な
ど
す

る
。
運
営
に
よ
っ
て
は
開
催
し

な
い

　

・
式
参
加
者
ど
う
し
の
間
隔
は
、
両

手
を
広
げ
た
間
隔
で
整
列
す
る

　

・
閉
会
式
へ
の
参
加
は
入
賞
し
た
選

手
の
み
と
す
る

９
．
当
日
の
準
備
・
片
付
け
に
つ
い
て

　

・
係
、
役
員
ど
う
し
が
密
に
な
ら
な

い
よ
う
に
呼
び
か
け
る

　

・
使
用
し
た
場
所
・
機
材
（
机
、
イ

ス
、
パ
ソ
コ
ン
、
ト
ラ
ン
シ
ー

バ
ー
、
マ
イ
ク
、
双
眼
鏡
、
確
認

旗
、
看
的
表
示
板
、
的
中
数
表
示

板
、
○
×
表
示
器
等
）
に
つ
い
て

は
消
毒
を
行
う

　

・
準
備
・
片
付
け
の
後
は
石
鹸
と
流

水
で
手
を
洗
い
、
手
指
消
毒
す
る

　

・
参
加
者
が
飲
食
で
出
し
た
ゴ
ミ
は

各
自
で
持
ち
帰
ら
せ
る

　

・
ゴ
ミ
を
回
収
す
る
人
は
、
マ
ス
ク
、

ゴ
ム
手
袋
を
着
用
し
、
鼻
水
、
唾

液
な
ど
が
付
い
た
ご
み
は
、
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
密
閉
し
て

処
分
す
る

　

・
マ
ス
ク
や
手
袋
を
脱
い
だ
後
は
、

必
ず
石
鹸
と
流
水
で
手
を
洗
い
、

手
指
消
毒
す
る
こ
と

10
．
飲
食
物
の
提
供
時

　

・
参
加
者
が
飲
食
物
を
手
に
す
る
前

に
、
手
洗
い
、
手
指
消
毒
を
行
う

よ
う
声
を
掛
け
る
こ
と

　

・
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
等
の
飲
料
に

つ
い
て
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
ビ

ン
・
缶
や
使
い
捨
て
の
紙
コ
ッ

プ
で
提
供
す
る
こ
と
（
た
だ
し
、

ド
ー
ピ
ン
グ
検
査
の
対
象
と
な

る
者
が
参
加
す
る
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
未
開
封
の
飲
料
を
提
供
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
）

　

・
果
物
等
の
食
品
に
つ
い
て
は
、
参

加
者
が
同
じ
ト
ン
グ
等
で
大
皿

か
ら
取
り
分
け
る
方
式
を
避
け
、

一
人
分
を
小
皿
に
取
り
分
け
た

も
の
を
参
加
者
に
提
供
す
る
な

ど
、
工
夫
を
行
う
こ
と

　

・
飲
食
物
を
取
り
扱
う
ス
タ
ッ
フ
に

は
マ
ス
ク
を
着
用
さ
せ
る
こ
と
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感
染
防
止
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
参
加
者
用
）

［
参
加
者
が
遵
守
す
べ
き
事
項
］

　

・
以
下
の
事
項
に
該
当
す
る
場
合
は
、

自
主
的
に
参
加
を
見
合
わ
せ
る

こ
と
（
利
用
当
日
に
書
面
で
確
認

を
行
う
）

　

・
体
調
が
よ
く
な
い
場
合
（
例:

発

熱
・
咳
・
咽
頭
痛
な
ど
の
症
状

が
あ
る
場
合
）

　

・
同
居
家
族
や
身
近
な
知
人
に
感
染

が
疑
わ
れ
る
方
が
い
る
場
合

　

・
過
去
14
日
以
内
に
政
府
か
ら
入
国

制
限
、
入
国
後
の
観
察
期
間
を
必

要
と
さ
れ
て
い
る
国
、
地
域
等
へ

の
渡
航
又
は
当
該
在
住
者
と
の

濃
厚
接
触
が
あ
る
場
合

　

・
マ
ス
ク
を
持
参
し
着
用
す
る
こ
と

（
行
射
中
以
外
は
マ
ス
ク
を
着
用

す
る
こ
と
、
行
射
中
は
判
断
に
任

せ
る
）

　

・
こ
ま
め
な
手
洗
い
、
ア
ル
コ
ー
ル

等
に
よ
る
手
指
消
毒
を
実
施
す

る
こ
と

　

・
他
の
参
加
者
、
主
催
者
、
役
員
等

と
の
距
離
（
で
き
る
だ
け
２
ｍ
以

上
）
を
確
保
す
る
こ
と

　

・
大
会
中
に
大
き
な
声
で
会
話
、
応

援
等
を
し
な
い
こ
と（
矢
声
禁
止
）

　

・
感
染
防
止
の
た
め
に
主
催
者
及
び

施
設
管
理
者
が
決
め
た
そ
の
他
の

措
置
の
遵
守
、
指
示
に
従
う
こ
と

　

・
大
会
終
了
後
２
週
間
以
内
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
発

症
し
た
場
合
は
、
主
催
者
に
対
し

て
速
や
か
に
濃
厚
接
触
者
の
有

無
等
に
つ
い
て
報
告
す
る
こ
と

　

・
行
射
前
後
の
見
学
に
お
い
て
も
、

三
つ
の
密
を
避
け
る
こ
と

　

・
タ
オ
ル
は
各
自
持
参
し
共
用
は
し

な
い
こ
と

　

・
飲
食
に
つ
い
て
は
、
周
囲
の
人
と

社
会
的
距
離
を
取
っ
て
対
面
を

避
け
、
会
話
は
控
え
め
に
す
る
こ

と

　

・
飲
食
後
の
ゴ
ミ
は
各
自
が
持
ち
帰

る
こ
と

※
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
今
後

の
感
染
状
況
や
政
府
関
係
機
関
か
ら

の
指
導
を
踏
ま
え
て
逐
次
見
直
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
茨
城
県
弓
道
連
盟

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
参
考
】

公
益
財
団
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会

公
益
財
団
法
人
日
本
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
協
会

「
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
再
開
に
向

け
た
感
染
拡
大
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

専
門
部
だ
よ
り

指

導

部

部
長
　
米
山
　
良
美

　

会
員
の
皆
様
に

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
よ
る
緊
急
事

態
宣
言
の
発
出
に
よ
っ
て
、
道
場
の
使
用

制
限
な
ど
が
あ
り
、
日
々
の
稽
古
に
も

ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
度
の
役
員
改
選
に
伴
い
、

去
る
五
月
十
六
日
の
理
事
会
に
て
指
導

部
長
と
い
う
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し

た
。
微
力
な
が
ら
精
一
杯
尽
く
す
所
存

で
す
。
副
部
長
に
は
同
じ
県
西
地
区
で

北
総
支
部
の
鈴
木
隆
之
先
生
に
引
き
受

け
て
頂
き
ま
し
た
。
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

今
年
度
の
指
導
部
講
習
会
に
つ
い
て

は
、
四
月
、
五
月
の
講
習
会
を
会
員
の

皆
様
方
の
健
康
を
第
一
と
考
え
、
残
念

な
が
ら
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

六
月
十
三
日
の
教
士
講
習
会
は
、
少
人

数
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
日
本
ス
ポ
ー

ツ
協
会
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
再
開

に
向
け
た
感
染
拡
大
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
基
づ
き
、
受
付
時
に
体
調
等
の
確

認
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
提
出
し
て

も
ら
い
、
感
染
防
止
の
三
つ
の
基
本
で

あ
る
、
①
身
体
的
距
離
の
確
保
、
⓶
マ

ス
ク
の
着
用
、
③
こ
ま
め
な
手
洗
い
、

ア
ル
コ
ー
ル
等
に
よ
る
手
指
消
毒
な
ど

の
措
置
を
講
じ
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
前
指
導
部
長
の
川
瀬
先
生

が
事
前
準
備
を
含
め
担
当
さ
れ
、
私
は

引
き
継
ぎ
を
兼
ね
て
一
部
の
み
お
手
伝

い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
主
任
講

師
の
久
保
田
先
生
は
、
講
話
の
な
か
で
、

正
し
い
射
を
体
で
覚
え
る
事
、
今
ま
で

教
わ
っ
て
き
た
こ
と
が
な
ぜ
重
要
な
の

か
、
よ
く
考
え
て
稽
古
す
る
事
、
日
常

生
活
に
お
い
て
も
、
人
間
と
し
て
節
度

あ
る
行
動
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
説
い

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
は
、
緊
急
事
態
宣
言
が

解
除
さ
れ
た
後
の
最
初
の
行
事
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
私
が

感
じ
た
の
は
、
最
終
的
に
は
各
人
の
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
認
識
が
重
要

で
あ
り
、
自
分
が
感
染
者
だ
と
想
定
し

た
行
動
が
で
き
る
か
ど
う
か
だ
と
思
い

ま
し
た
。
日
ご
ろ
柴
田
先
生
が
言
わ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
人
に
対
す
る
思
い
や

り
、
長
幼
の
序
の
精
神
な
ど
、
弓
道
で

学
ん
で
き
た
こ
と
を
実
践
し
て
い
け
ば
、

必
ず
こ
の
新
し
い
ウ
イ
ル
ス
に
も
対
応

で
き
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
予
定
の
講
習
会
も
、
状
況
を
見

極
め
な
が
ら
講
師
の
先
生
方
の
お
力
添

え
を
い
た
た
だ
き
、
実
施
し
て
い
く
こ

と
と
な
る
と
思
い
ま
す
。
講
師
の
先
生

方
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

指
導
部
と
し
て
、
基
本
的
に
は
昨
年

度
と
同
様
に
次
の
事
項
を
重
点
と
し
て

講
習
会
を
開
催
致
し
ま
す
。

　
「
弓
道
教
本
及
び
副
読
本
に
基
づ
い

た
基
本
の
指
導
」

指
導
者
の
心
得
（
地
区
指
導
者
講
習
会

及
び
指
導
者
育
成
講
習
会
）
四
項
目

　

一
、 

日
本
弓
道
の
指
導
者
と
し
て
、

自
ら
至
誠
と
礼
節
を
体
現
し

真
善
美
を
目
指
す
こ
と
。

　

二
、 

受
講
者
に
対
す
る
自
己
の
影
響

力
を
認
識
し
、
自
身
の
言
動
の

倫
理
性
に
つ
い
て
常
に
注
意

を
払
う
こ
と
。

　

三
、 

指
導
に
あ
た
っ
て
は
、
自
ら
が

実
践
躬
行
す
る
こ
と
。

　

四
、 

指
導
に
あ
た
っ
て
は
、
弓
道
教

本
及
び
副
読
本
に
基
づ
き
全

国
的
に
統
一
さ
れ
た
指
導
を

行
う
こ
と
。

指
導
項
目
（
地
区
指
導
者
講
習
会
及
び

指
導
者
育
成
講
習
会
）
五
項
目

　

一
、
射
法
、
射
技
の
基
本

　
　
　

◦
五
項
目
の
指
導

　
　
　

◦
正
し
い
射
法
八
節
の
指
導

　

二
、
基
本
体
の
必
要
性

　
　
　

◦
動
作
の
注
意
点
（
八
項
目
）

　

         

の
指
導
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三
、
射
品
、
射
格
の
向
上
に
つ
い
て

　
　
　

◦
高
段
位
者
は
常
に
射
品
・
射

格
を
高
め
る
努
力
を
怠
ら

な
い
こ
と
の
指
導

　

四
、
指
導
者
育
成
講
習
会
に
つ
い
て

       

◦
目
的
に
沿
っ
た
指
導
項
目
を

加
え
る
（
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
）

　

五
、
公
認
資
格
認
定
制
度
に
つ
い
て

       

◦
公
認
資
格
認
定
制
度
に
お
け

る
定
着
と
更
新
方
法
の
周

知
を
行
う

　
　
　
　

矢
羽
の
取
り
扱
い
と
矢
羽
の

　
　
　
　

使
用
に
関
す
る
準
則
に
つ
い

　
　
　
　

て

　
　
　

◦
適
正
な
矢
羽
の
使
用
に
つ
い

て
周
知
徹
底
を
行
う

　

受
講
者
の
皆
様
方
に
は
、「
今
日
の

講
習
会
は
楽
し
か
っ
た
、
今
度
道
場
に

行
っ
た
ら
、
こ
こ
を
工
夫
し
て
引
い
て

み
よ
う
、
練
習
す
る
の
が
楽
し
み
だ
、

明
日
も
道
場
に
行
こ
う
。」
と
思
え
る

よ
う
な
講
習
会
で
あ
れ
ば
良
い
な
と
思

い
ま
す
。

　

新
し
い
生
活
様
式
の
な
か
で
、
日
常

生
活
に
お
い
て
も
い
ろ
い
ろ
な
制
限
が

あ
り
、
講
習
会
の
実
施
に
関
し
て
も
皆

様
に
ご
不
便
や
ご
面
倒
を
お
か
け
す
る

こ
と
と
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
年
度

の
指
導
部
の
事
業
に
関
し
ま
し
て
、
ご

協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
会
員
の
皆
様
に
は
、
ま
ず
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防

措
置
を
継
続
さ
れ
て
、
こ
の
異
常
な
事

態
を
乗
り
越
え
て
健
や
か
に
従
前
の
日

常
に
復
帰
で
き
る
日
を
迎
え
ら
れ
ま
す

よ
う
に
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

審

査

部

部
長
　
新
井
　
重
夫

　

今
年
度
、
審
査

部
長
を
拝
命
い
た

し
ま
た
取
手
支
部

の
新
井
で
す
。
こ

れ
ま
で
皆
様
に
支
え
ら
れ
、
四
期
八
年

に
わ
た
り
審
査
部
事
務
局
と
し
て
、
審

査
会
運
営
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
た

び
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
、
責
任
の
重
大

さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
前

和
泉
部
長
は
、
皆
様
か
ら
の
信
頼
も
厚

く
、
私
の
よ
う
な
若
輩
者
で
は
、
ま
だ

ま
だ
足
元
に
も
及
び
ま
せ
ん
。
今
後
も

皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も

多
々
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
よ
り
広

い
視
野
を
持
っ
て
、
努
力
を
惜
し
ま
ず

精
進
し
て
、
誠
心
誠
意
務
め
を
果
た
す

所
存
で
す
。

　

今
、
私
た
ち
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
百
年
に
一
度
と
い
う
世
界

的
な
災
害
の
中
に
お
り
ま
す
。
医
療
関

係
者
の
皆
様
を
は
じ
め
、
私
た
ち
の
日

常
生
活
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
皆
様
に

敬
意
と
感
謝
の
気
持
ち
を
お
伝
え
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
緊
急
事
態
宣
言
の
発

出
で
弓
道
場
が
使
え
な
く
な
り
、
改
め

て
稽
古
が
で
き
る
こ
と
の
幸
せ
を
感
じ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
困
難
の
中

に
あ
る
と
き
こ
そ
、
弓
道
が
教
え
て
く

れ
る
倫
理
性
、「
射
即
人
生
」「
射
即
生

活
」
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
度
は
、
中
高
生
審
査
に

２
，
３
４
５
名
、
一
般
審
査
に
４
２
７
名
、

連
合
審
査
に
３
３
０
名
、
中
央
審
査
に

３
７
１
名
、
合
計
３
，
４
７
３
名
の
申

し
込
み
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
か

ら
お
預
か
り
し
た
審
査
料
と
登
録
料
は
、

約
１
，
５
７
０
万
円
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

　

私
が
審
査
会
運
営
に
初
め
て
携
わ
っ

た
平
成
二
十
四
年
度
は
、
中
学
校
で
武

道
が
必
修
と
な
っ
た
時
期
で
し
た
。
前

年
度
の
県
内
審
査
会
の
受
審
者
は
１
，

８
６
４
名
で
し
た
が
、
平
成
二
十
四
年

度
は
２
，
５
８
４
名
と
７
２
０
名
の
急

増
を
見
ま
し
た
。
そ
の
当
時
は
、
事
務

局
は
一
名
で
あ
り
、
県
外
審
査
の
申
し

込
み
と
県
内
審
査
の
事
務
処
理
に
追
わ

れ
る
毎
日
で
し
た
。

　

年
々
増
加
す
る
受
審
者
に
対
応
す
る

た
め
、
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
は
、
県

外
審
査
会
の
申
し
込
み
と
県
内
審
査
会

の
事
務
処
理
を
分
離
さ
せ
、
事
務
局
二

名
体
制
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
は
、
さ
ら
に
中
高
生
審

査
会
と
一
般
審
査
会
も
分
離
し
て
事
務

局
三
名
体
制
と
し
、
審
査
会
運
営
の
円

滑
化
を
図
る
と
と
も
に
、
よ
り
一
層
、

受
審
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

三
月
か
ら
九
月
ま
で
審
査
会
が
全
て
中

止
と
な
り
ま
し
た
。
中
止
と
な
っ
た
審

査
会
に
は
、
延
べ
１
１
８
名
の
方
か
ら

申
し
込
み
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、

審
査
料
を
返
金
い
た
し
ま
し
た
。
審
査

料
の
返
金
に
あ
た
り
、
支
部
長
の
皆
様

に
は
大
変
お
手
数
を
お
か
け
し
ま
し
た

が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
改

め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
に
つ
い
て
は
、
政
府
、
地
方
自
治
体
、

日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
、
全
日
本
弓
道
連

盟
な
ど
か
ら
、
様
々
な
要
請
・
指
示
が

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
十
月
以
降
の
審
査

会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
日
本
弓
道
連

盟
に
て
策
定
さ
れ
て
い
る
審
査
実
施
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
従
い
、
再
開
の

時
期
を
検
討
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
す
が
、
五
月
末

に
全
日
本
弓
道
連
盟
か
ら
新
た
な
審
査

会
開
催
の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年

度
限
り
の
特
別
措
置
と
し
て
、
学
校
に

お
け
る
部
活
動
が
再
開
さ
れ
た
場
合
に
、

中
高
生
徒
対
象
の
ビ
デ
オ
撮
影
に
よ
る

地
方
審
査
会
（
級
位
・
初
段
・
弐
段
）

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

各
学
校
の
顧
問
の
先
生
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
生
徒
の
皆
さ
ん
の
進
路
活

動
等
に
資
す
る
た
め
、
是
非
と
も
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
先
行
き
不
透
明
な
状
況
で

あ
り
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
審
査
会
に

つ
い
て
、
試
行
錯
誤
が
続
く
こ
と
と
思

わ
れ
ま
す
。
受
審
者
、
審
査
委
員
、
審

査
部
員
の
皆
様
の
安
全
確
保
を
第
一
に

考
え
、
こ
れ
ま
で
以
上
、
円
滑
な
審
査

会
運
営
に
尽
力
す
る
覚
悟
で
す
。
微
力

で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
茨
城
県
弓

道
連
盟
の
発
展
の
た
め
、
皆
様
一
人
一

人
の
ご
意
見
に
耳
を
傾
け
、
審
査
会
運

営
に
携
わ
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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〈
ご
参
考
〉

【
ビ
デ
オ
審
査
要
領（
中
高
生
徒
対
象
）】

①
ビ
デ
オ
撮
影
の
実
施
責
任
者
は
、
各

学
校
部
活
動
顧
問
ま
た
は
外
部
講
師

と
す
る
。

②
ビ
デ
オ
撮
影
機
器
は
、
次
の
動
画
が

撮
影
で
き
る
よ
う
に
固
定
し
た
位
置

に
設
置
す
る
。

　

・
受
審
者
の
正
面
、
肩
の
あ
た
り
が

画
面
の
中
心
と
な
る
。

　

・
受
審
者
の
足
元
か
ら
会
の
時
の
末

揖
（
弓
の
上
側
）、
か
つ
残
身
時

の
両
手
が
映
る
。

　

・
背
丈
の
違
う
受
審
者
が
い
る
場
合

で
あ
っ
て
も
、
カ
メ
ラ
調
整
を
行

わ
な
い
で
全
身
が
映
る
。

③
受
審
者
は
、
ゼ
ッ
ケ
ン
を
つ
け
、
動

画
の
射
手
と
受
審
者
名
簿
を
一
致
さ

せ
て
撮
影
す
る
。

　

・
ゼ
ッ
ケ
ン
は
、
袴
の
中
央
か
ら
右

側
に
両
面
テ
ー
プ
で
貼
付
け
る
。

④
受
審
者
は
、
立
順
に
従
い
１
人
ご
と

に
一
手
行
射
を
行
い
、
ビ
デ
オ
撮
影

す
る
。

⑤
的
を
１
つ
設
置
し
、
同
じ
射
位
で
順

次
一
手
行
射
し
、
行
射
終
了
後
に
前

か
ら
退
場
す
る
。

⑥
1
番
の
受
審
者

　

・
本
座
で
跪
坐
し
た
後
、
揖
を
し
て

射
位
へ
進
む
。

　

・
射
位
で
跪
坐
し
、
脇
正
面
に
向
き

を
変
え
、
弓
を
立
て
、
甲
矢
を
番

え
、
間
を
お
か
ず
行
射
す
る
。

　

・
甲
矢
の
行
射
後
、
射
位
で
跪
坐
し
、

乙
矢
を
番
え
、
間
を
お
か
ず
行
射

す
る
。

　

・
乙
矢
の
行
射
後
、
退
場
す
る
。

⑦
２
番
以
降
の
受
審
者

　

・
直
前
の
受
審
者
の
甲
矢
の
弦
音
で

本
座
に
跪
坐
す
る
。

　

・
直
前
の
受
審
者
の
乙
矢
の
弦
音
で
、

揖
を
し
て
射
位
へ
進
む
。

　

・
射
位
以
降
の
所
作
は
、
１
番
の
受

審
者
と
同
じ
。

⑦
受
審
者
の
動
線
イ
メ
ー
ジ

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

競

技

部

部
長
　
後
藤
　
裕
一

　

今
年
度
の
代
議

員
会
に
お
い
て
、

前
任
の
中
嶋
先
生

の
後
任
と
し
て
、

図
ら
ず
も
ご
推
挙
頂
き
光
栄
に
存
じ
ま

す
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
会
員

の
皆
様
の
競
技
力
向
上
の
た
め
に
お
役

に
た
て
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
競
技
大
会
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
行

政
機
関
か
ら
の
発
表
を
踏
ま
え
、
中
止

を
含
め
た
感
染
拡
大
防
止
へ
の
対
応
を

と
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
各
会
員
に

お
か
れ
ま
し
て
も
、
弓
道
場
を
含
む
ス

ポ
ー
ツ
施
設
が
閉
鎖
さ
れ
、
日
々
の
弓

道
の
修
練
も
儘
な
ら
な
い
状
態
に
な
っ

て
い
る
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
未
曾
有
と
も
い
え
る
危
機
を
い
か
に

乗
り
越
え
る
か
会
員
の
皆
様
の
お
知
恵

を
拝
借
し
な
が
ら
競
技
部
の
運
営
方
法

を
考
え
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

６
月
８
日
よ
り
茨
城
版
コ
ロ
ナ

Next

【Stage1

】
と
な
り
、
イ
ベ
ン

ト
等
も
実
施
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
大
会
開
催
に
あ
た
っ
て
は
政
府

が
示
す
「
新
た
な
生
活
様
式
」
を
踏
ま

え
、「
感
染
拡
大
防
止
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
競
技
部
と
し
て
作
成
し
、「
新
し
い

競
技
大
会
様
式
」
で
今
後
は
一
部
の
競

技
大
会
を
開
催
で
き
る
よ
う
に
準
備
を

進
め
て
お
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
、
大
会
申
込
案
内
と
併
せ
て
「
感

染
拡
大
防
止
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
お
送

り
い
た
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
ご
理
解

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
ま
で
は
茨
城
国
体
の

運
営
の
た
め
に
大
会
運
営
を
競
技
部
役

員
の
み
で
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
今

年
度
か
ら
は
以
前
行
わ
れ
て
い
た
各
地

区
運
営
制
に
戻
し
各
会
員
の
競
技
運
営

能
力
の
向
上
も
図
っ
て
い
き
た
い
と
計

画
し
て
お
り
ま
す
。
当
然
、
急
な
大
会

運
営
は
難
し
い
所
も
あ
り
ま
す
の
で
、

国
体
で
の
運
営
経
験
の
あ
る
役
員
を
競

技
部
運
営
員
と
し
て
残
し
、
各
地
区
か

ら
選
出
さ
れ
た
競
技
運
営
係
の
皆
様
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ご

安
心
く
だ
さ
い
。
こ
の
機
会
に
全
日
本

弓
道
連
盟
競
技
規
則
、
全
日
本
弓
道
連

盟
競
技
運
営
要
領
を
ご
一
読
頂
け
れ
ば
、

こ
れ
も
ま
た
弓
道
技
術
の
向
上
に
繋
が

る
と
考
え
ま
す
。
更
に
、
こ
こ
数
年
の

猛
暑
対
策
と
し
て
競
技
大
会
中
の
参
加

者
及
び
役
員
の
熱
中
症
予
防
対
策
に
も

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
以
上
会
員
の
皆
様
が
弓
道
修
練

の
一
環
と
て
参
加
さ
れ
る
競
技
会
が
、

安
心
安
全
の
場
で
あ
り
自
身
の
競
技
力

の
向
上
並
び
に
競
技
運
営
力
の
向
上
に

繋
が
り
ま
す
よ
う
精
一
杯
努
力
し
て
参
り

ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

何
か
と
不
便
の
多
い
今
日
で
す
が
、

こ
の
状
況
が
一
日
も
早
く
解
消
さ
れ
、

平
穏
な
日
々
が
戻
り
ま
す
よ
う
、
ま
た
、

会
員
の
皆
様
の
ご
健
康
を
お
祈
り
申
し

上
げ
て
お
り
ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

強

化

部

部
長
　
高
木
　
　
勉

　

こ
の
度
の
役
員
改
選
で
引
き
続
き
強

化
部
長
を
務
め
さ

せ
て
頂
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

令
和
二
年
度
、

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
強
化
部
員
と
共

に
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
指
導
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

令
和
元
年
度
、
久
保
田
会
長
を
は
じ

め
役
員
の
先
生
方
、
強
化
部
ス
タ
ッ
フ
、

ま
た
茨
城
国
体
で
は
競
技
役
員
の
皆
様

や
県
体
育
協
会
、
保
健
体
育
課
競
技
力

向
上
委
員
会
の
皆
様
に
大
変
お
世
話
に

な
り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
１
９
年
茨
城
国
体
成
年
男
女
・
少

年
男
女
成
績

成
年
男
子

https://photos.app.goo.gl/6aro41MnKBjcgmQA6

ビデオ撮影のサンプル動画
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遠
的
１
３
９
点

　
（
菊
地
57
点
・
尾
吹
32
点
・
山
口
50
）

　
　
　
　
　
　
　
　

12
位
予
選
敗
退

　

近
的
18
中 

　
（
菊
地
６
中
・
尾
吹
５
中
・
山
口
７
中
） 

14
位
予
選
敗
退

成
年
女
子

　

遠
的
79
点

　
（
小
林
22
点
・
佐
久
間
15
点
・
斎
藤
42
点
）

20
位
予
選
敗
退

　

近
的
11
中

（
小
林
３
中
・
佐
久
間
３
中
・
斎
藤
５
中
）    

21
位
予
選
敗
退

少
年
男
子

　

遠
的
１
３
４
点

　
（
千
葉
54
点
・
大
和
田
52
点
・
田
川
28
点
）

６
位
予
選
通
過　

６
位
入
賞

　

近
的
14
中 

　
（
千
葉
５
中
・
大
和
田
３
中
・
田
川
６
中
）   

17
位
予
選
敗
退

少
年
女
子

　

遠
的
74
点

（
鈴
木
30
点
・
渡
辺
22
点
・
紙
田
22
点
）

15
位
予
選
敗
退

　

近
的
13
中 

　
（
鈴
木
３
中
・
渡
辺
４
中
・
紙
田
６
中
）   

11
位
予
選
敗
退

　

昨
年
は
45
年
ぶ
り
と
な
る
茨
城
国
体

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
合
宿
や
他
県
と
の

合
同
練
習
を
行
い
、
体
力
・
精
神
力
・

試
合
感
を
養
う
な
ど
総
合
優
勝
に
向
け

監
督
・
選
手
・
チ
ー
ム
ス
タ
ッ
フ
が
一

丸
と
な
り
強
化
練
習
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

結
果
は
少
年
男
子
の
遠
的
六
位
が
最

高
順
位
で
、
改
め
て
試
合
に
勝
つ
難
し

さ
、
大
変
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
大
会

で
し
た
。

　

想
定
は
し
て
い
た
も
の
の
自
分
達
が

思
う
よ
り
地
元
開
催
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

は
大
き
く
、
皆
様
の
応
援
を
結
果
に
出

せ
な
か
っ
た
こ
と
を
残
念
に
思
い
ま
す
。

学
業
や
仕
事
の
あ
る
な
か
強
化
練
習
か

ら
本
国
体
ま
で
参
加
頂
い
た
監
督
・
選

手
・
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
、
大
変
お
疲
れ

様
で
し
た
。

　

今
年
６
月
27
、
28
日
予
定
の
「
第

75
回
国
民
体
育
大
会
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
」
の
開
催
に
つ
き
ま
し
て
は
、

COVID-19

の
影
響
で
開
催
が
難
し
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

主
管
地
連
で
あ
る
神
奈
川
県
の
会
場

施
設
閉
鎖
も
相
次
ぎ
、
神
奈
川
県
立
武

道
館
は
８
月
末
ま
で
利
用
で
き
な
い
状

況
で
、
選
考
方
法
に
つ
い
て
は
主
管
地

連
の
神
奈
川
県
弓
道
連
盟
様
か
ら
の
連

絡
待
ち
の
状
態
で
す
。

　

茨
城
県
も
堀
原
運
動
公
園
弓
道
場
を

含
め
地
域
の
弓
道
施
設
が
使
用
出
来
な

い
期
間
が
あ
り
、
国
体
選
手
選
考
会
以

降
は
強
化
練
習
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

堀
原
運
動
公
園
弓
道
場
の
利
用
予
定
が

決
ま
り
次
第
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
・
本
国
体

に
向
け
て
の
強
化
練
習
を
考
え
て
お
り

ま
す
。
強
化
選
手
に
は
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
国
体
強
化
に

も
参
加
し
て
頂
い
て
い
ま
す
筑
波
北
条

支
部
の
長
谷
川
絵
鈴
選
手
が
、
令
和
元

年
10
月
19
～
20
日
に
中
央
道
場
で
行
わ

れ
た
第
70
回
全
日
本
弓
道
遠
的
選
手
権

大
会
女
子
の
部
で
五
位
入
賞
致
し
ま
し

た
。
今
後
も
選
手
権
大
会
、
国
体
で
の

ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

施

設

部

部
長
　
園
部
　
俊
雄

　

令
和
2
年
度
も

ス
タ
ー
ト
し
て
早

く
も
３
カ
月
目
に

な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
大
き
な
行
事
が
有
り
ま
し

た
。
45
年
ぶ
り
に
茨
城
県
で
１
９
７
４

年
（
昭
和
49
年
）
以
来
の
国
民
体
育
大

会｢
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体｣

が
天

皇
即
位
記
念
大
会
と
し
て
盛
大
に
行
わ

れ
、
大
盛
況
で
終
了
し
ま
し
た
。
地
元

茨
城
県
の
結
果
は
天
皇
杯
、
皇
后
杯
さ

ら
に
総
合
優
勝
と
い
う
す
ば
ら
し
い
も

の
で
し
た
。
弓
道
競
技
の
部
に
お
い
て

は
残
念
な
が
ら
良
い
結
果
は
残
せ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
出
場
さ
れ
た
選
手
、
参

加
さ
れ
た
大
会
役
員
の
皆
様
、
大
変
暑

い
な
か
、
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

　

県
連
行
事
も
通
常
の
年
度
と
違
い
、

少
な
め
に
計
画
さ
れ
ま
し
た
が
、
ほ
ぼ

予
定
通
り
実
施
出
来
ま
し
た
。
た
だ
令

和
2
年
に
な
り
中
国
を
発
端
と
す
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
大
流
行
が
起
き
、

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
に
よ
り
３
月
の

行
事
の
一
部
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
４
月
に
入
っ
て
か
ら
も
コ
ロ
ナ
の

影
響
に
よ
り
理
事
会
、
代
議
員
会
等
も

は
じ
め
て
の
書
類
決
議
を
行
い
ま
し
た
。

茨
城
県
弓
道
連
盟
の
行
事
も
現
在
の
と

こ
ろ
６
月
ま
で
は
中
止
を
し
て
い
ま
す
。

　

茨
城
県
で
は
６
月
８
日
か
ら
自
粛
が

全
面
解
除
さ
れ｢

３
密｣

を
避
け
た
通

常
通
り
の
行
事
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
茨
城
県
弓
道
連
盟
の
行
事
が
ど

の
よ
う
に
実
施
さ
れ
る
か
は
、
今
後
の

状
況
を
注
目
く
だ
さ
い
。

　

県
武
道
館
の
施
設
は
昨
年
度
国
体
が

行
わ
れ
た
こ
と
で
近
的
場
、
遠
的
場
と

も
立
派
に
模
様
替
え
が
出
来
ま
し
た
。

施
設
の
利
用
、
共
通
道
具
の
取
り
扱
い

等
留
意
し
て
有
意
義
に
利
用
し
た
い
も

の
で
す
。

　

令
和
2
年
度
に
は
大
き
な
外
部
大
会

等
は
あ
り
ま
せ
ん
。
県
連
講
習
会
、
審

査
会
、
競
技
大
会
等
の
行
事
が
円
滑
に

運
営
さ
れ
る
よ
う
今
年
度
も
我
々
施
設

部
員
一
同
努
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

皆
様
に
再
度
の
お
願
い

　

茨
弓
連
の
倉
庫
に
あ
る
備
品
の
使
用

後
は
必
ず
元
の
位
置
に
収
納
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
各
専
門
部
長
の
了
承
の
上
使
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

自
分
の
弓
具
等
に
支
部
名
、
氏
名
を

記
入
し
て
忘
れ
物
を
し
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。  

会

議

報

告

県
外

関
東
地
連
会
長
会
議

（
明
間　
　

勲　

Ｈ
31
／
４
／
４
）

全
弓
連
会
長
会
議

（
久
保
田　

清　

Ｈ
31
／
４
／
24
）

全
弓
連
評
議
員
会

（
久
保
田　

清　

R
１
／
5
／
30
）

全
弓
連
評
議
員
会

（
久
保
田　

清　

R
１
／
６
／
20
）

関
東
地
連
会
長
会
議

（
久
保
田　

清　

R
１
／
7
／
27
）

関
東
地
連
会
長
会
議

（
久
保
田　

清　

R
１
／
９
／
７
）

全
国
地
連
会
長
会
議

（
久
保
田　

清　

R
２
／
２
／
５
）

県
内

理
事
会

（
水
戸
青
少
年
会
館

 

　
　
　
　

R
２
／
５
／
16
）

代
議
員
会

（
水
戸
青
少
年
会
館
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R
２
／
５
／
30
）

研
修
事
業
報
告

県
外

〔
関
東
北
地
区
〕

　

指
導
者
講
習
会　

中
止

〔
関
東
北
地
区
〕

　

指
導
者
育
成
講
習
会　

中
止

　

中
央
研
修
会　

中
止

県
内

１
、
講
師
・
審
査
委
員
研
修
会

　
（
Ｈ
31
／
４
／
14　

水
戸　

79
）

２
、
第
１
回　

三
四
段
講
習
会

　
（
R
１
／
５
／
６　

水
戸　

66
）

３
、
第
１
回　

五
段
講
習
会

　
（
R
１
／
５
／
19　

水
戸　

48
）

４
、
第
１
回　

教
士
講
習
会

　
（
R
１
／
６
／
１　

水
戸　

23
）

５
、
支
部
指
導
者
伝
達
講
習
会

　
（
R
１
／
７
／
21　

水
戸　

45
）

６
、
第
１
回　

錬
士
講
習
会

　
（
R
１
／
８
／
３　

水
戸　

41
）

7
、
第
２
回　

五
段
講
習
会

　
（
R
１
／
８
／
４　

水
戸　

29
）

８
、
第
2
回　

三
四
段
講
習
会

　
（
R
１
／
８
／
11　

水
戸　

45
）

９
、
第
２
回　

教
士
講
習
会

　
（
R
１
／
８
／
31　

土
浦　

19
）

10
、
高
校
審
判
実
技
講
習
会

　
（
R
１
／
11
／
９　

水
戸　

51
）

11
、
第
２
回　

錬
士
講
習
会

　
（
R
１
／
11
／
24　

水
戸　

46
）

12
、
外
部
講
師
招
聘
講
習
会

   （
錬
六
以
上
）

　
（
R
２
／
３
／
28　

水
戸　

中
止
）

13
、　
　
　

〃　
　
　

〃

　
（
R
２
／
３
／
29　

水
戸　

中
止
）

述
べ
参
加
者
数　
　
　
　

４
９
２
名

県
外
大
会
　
一
般

第
66
回
全
日
本
勤
労
者
弓
道
選
手
権
大
会    

  　
（
水
戸
市　

R
１
／
６
／
８
～
９
） 

◦
日
立
製
作
所
茨
城

（
久
保
田　

亮
、
森
實　

裕
人
、

   

竹
之
内　

正
宏
） 

 

◦
原
子
力
機
構　
　
　
　

（
小
泉　

紀
子
、
寺
田　

秀
行
、

　

櫛
田　

浩
平
）

第
57
回
関
東
教
職
員
弓
道
大
会

（
東
京
武
道
館　

R
１
／
７
／
７
）

　

◦
男
子
団
体
の
部　

優
勝　
　

　
　

谷
田
部
大
地
、　

坂
井　

昌
平
、　
　

　

青
柳　
　

優

◦
男
子
団
体
の
部　

準
優
勝　
　

　

中
嶋　

鉄
郎
、　

栗
田　

克
紀
、　

　
　

福
永　
　

弘 
 

第
50
回
記
念
全
日
本
教
職
員
弓
道
選
手

権
大
会

（
宮
城
県　

R
１
／
７
／
26
）

◦
男
子
個
人
の
部　

第
９
位　
　

　

後
藤　

裕
一

第
70
回
全
日
本
男
子
弓
道
選
手
権
大
会　

        

（
天
皇
杯
）

（
三
重
県　

R
１
／
９
／
20
～
22
）

◦
尾
吹　

将
大
、　

山
口　
　

純

第
52
回
全
日
本
女
子
弓
道
選
手
権
大
会

（
皇
后
杯
）

（
三
重
県　

R
１
／
９
／
22
～
24
）

◦
柴
山　

純
子

第
60
回
関
東
地
域
弓
道
選
抜
選
手
権
大
会

（
宇
都
宮　

R
１
／
９
／
８
）

◦
称
号
者
の
部　

４
位

　
　

山
口　
　

純 
 

 

第
74
回
国
民
体
育
大
会
弓
道
競
技
会

（
茨
城
県　

R
１
／
10
／
４
～
7
） 

◦
成
年
男
子　

（
菊
地　
　

凜
、
尾
吹　

将
大
、

　

山
口　
　

純
）  

 

◦
成
年
女
子

（
小
林
由
紀
恵
、
佐
久
間
香
名
、　

　

斎
藤　

詩
乃
）  

 
◦
少
年
男
子　

（
千
葉　

大
地
、
大
和
田
寛
喜
、　
　
　

　

田
川　

晟
梧
）  

 

◦
少
年
女
子　

（
鈴
木　

来
実
、
渡
邉　

真
由
、

　

紙
田
梨
華
子
）

第
70
回
全
日
本
弓
道
遠
的
選
手
権
大
会

（
東
京
都　

R
１
／
10
／
19
～
20
） 

◦
女
子
の
部　

５
位　
　

　

長
谷
川
絵
鈴

第
32
回
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

（
田
辺
市　

R
１
／
11
／
９
～
12
）

◦
寺
本　

貞
光
、
武
田
美
代
子
、

　

石
田　
　

寛
、
木
村　
　

薫
、

　

大
金　
　

勉 

◦
島
田　

嘉
隆
、
伊
藤　

芳
郎
、

　

小
又
美
恵
子

 第
47
回
全
自
衛
隊
弓
道
大
会 

（
東
京　

R
１
／
12
／
1
） 

◦
隊
友
（
有
段
）
の
部　

優
勝　
　

 
   

福
田　

英
男 

 
 

・
隊
友
（
称
号
）
の
部　

３
位　

 　

  
   

大
貫
冨
士
男 

 
 

 

県
外
大
会
　
教
職
員

第
57
回
関
東
教
職
員
弓
道
大
会

（
東
京
都　

R
１
／
７
／
7
）

◦
男
子
団
体
の
部　

優
勝　
　
　

　

谷
田
部
大
地
、
坂
井　

昌
平
、

　

青
柳　
　

優

◦
男
子
団
体
の
部　

準
優
勝

　

中
嶋　

鉄
郎
、
栗
田　

克
紀
、

　

福
永　
　

弘

第
50
回
記
念
全
日
本
教
職
員
弓
道
選
手

権
大
会

（
宮
城
県　

R
１
／
７
／
26
～
27
）

◦
男
子
個
人
の
部　

第
９
位　

　

後
藤　

裕
一　
　
　

県
外
大
会
　
高
体
連

第
63
回
関
東
高
等
学
校
弓
道
大
会

（
茨
城
県　

R
１
／
６
／
７
～
９
）

◦
男
子
団
体
の
部

◦
予
選
通
過　

佐
竹
、
土
浦
第
二

◦
予
選
敗
退　

水
戸
工
業
、

　

石
岡
第
一
、
下
館
第
二
、
守
谷

◦
男
子
個
人
の
部　

◦
第
４
位　

千
葉　

大
地
（
石
一
） 

◦
女
子
団
体
の
部

◦
予
選
通
過　

清
真
学
園
、
鹿
島

◦
予
選
敗
退　

水
戸
第
二
、
緑
岡
、　
　

　

佐
和
、
鉾
田
第
一

◦
第
３
位　

鹿
島 

 

◦
女
子
個
人
の
部　

特
に
な
し

第
64
回
全
国
高
等
学
校
弓
道
大
会

（
宮
城
県　

R
１
／
８
／
７
～
10
）

◦
男
子
団
体
の
部

◦
予
選
通
過　

清
真
学
園

◦
女
子
団
体
の
部

◦
予
選
通
過　

土
浦
第
三

◦
男
子
個
人
の
部

◦
予
選
敗
退　

青
栁
賢
史
朗（
常
総
）

◦
決
勝
進
出　

飯
島　
　

琉（
牛
栄
）

◦
女
子
個
人
の
部

◦
予
選
敗
退　

日
向
寺
美
羽（
清
真
）　　

　

保
坂　

好
美
（
藤
代
）

第
38
回
関
東
高
等
学
校
弓
道
個
人
選
手

権
選
抜
大
会

（
東
京
都　

R
１
／
９
／
７
～
８
）

◦
男
子
の
部

◦
第
1
位　

千
葉　

大
地
（
石
一
） 

◦
女
子
の
部　

◦
第
７
位　

坂
佐
井
朋
佳
（
水
二
）
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第
74
回
国
民
体
育
大
会
弓
道
競
技

（
茨
城
県　

R
１
／
10
／
４
～
６
） 

◦
少
年
男
子
の
部 

◦
近
的　

予
選
敗
退 

 

◦
遠
的　

第
６
位 

◦
少
年
女
子
の
部 

◦
近
的　

予
選
敗
退 

 

◦
遠
的　

予
選
敗
退 

第
38
回
全
国
高
等
学
校
弓
道
選
抜
大
会

（
群
馬
県　

R
１
／
12
／
23
～
25
）

◦
男
子
団
体
の
部 

◦
予
選
敗
退　

取
手
第
一

◦
女
子
団
体
の
部 

◦
予
選
通
過　

水
戸
第
二

◦
男
子
個
人
の
部 

◦
予
選
敗
退　

久
須
美
光
弥（
水
城
）

◦
予
選
敗
退　

橋
本　

良
也
（
玉
造
工
） 

◦
女
子
個
人
の
部

◦
予
選
敗
退　

近
藤　

朋
佳（
藤
代
）　

◦
予
選
敗
退　

片
岡　

麻
衣（
海
一
）

第
19
回
東
日
本
高
等
学
校
弓
道
大
会

（
岩
手
県　

R
１
／
３
／
20
～
22
） 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
為
中
止

県
外
大
会
　
中
体
連

第
30
回
関
東
中
学
生
弓
道
大
会

（
中
央　

R
１
／
８
／
８
）

◦
団
体
の
部

　

男
子　

東
海
南
中　

第
３
位

◦
個
人
の
部

　

男
子　

谷
畑　

智
哉
（
土
浦
一
）

　

７
位
入
賞

第
16
回
全
国
中
学
生
弓
道
大
会

（
中
央　

R
１
／
８
／
16
～
18
）

◦
団
体
の
部

　

男
子　

東
海
南
中
学
校　

優
勝

　

女
子　
水
戸
第
二
中
学
校　

第
３
位

◦
個
人
の
部

　

男
子　

佐
橋　

崇
朗
（
清
真
）

　

出
場　

　

女
子　

川
野
邊　

集
（
水
戸
二
）　
　
　
　

　

第
六
位

連
盟
後
援
行
事

土
浦
桜
祭
り
大
会

（
土
浦　

Ｈ
31
／
３
／
31
）

村
松
山
弓
道
大
会

（
東
海
村　

Ｈ
31
／
４
／
７
）

鹿
島
神
宮
弓
道
大
会

（
鹿
島　

Ｈ
31
／
４
／
29
）

神
栖
弓
道
大
会

（
神
栖　

R
１
／
５
／
12
）

あ
や
め
祭
弓
道
大
会

（
潮
来　

R
１
／
６
／
17
）

県
南
弓
道
大
会

（
取
手　

R
１
／
11
／
10
）

県
西
弓
道
大
会

（
下
館　

R
２
／
１
／
19
）

観
梅
弓
道
大
会

（
中
止
）

茨
城
県
弓
道
連
盟
主
催（
主
管
）県
内
大
会
結
果

春
季
大
会

　

Ｈ
31
／
４
／
21

▼
有
段
男
子
の
部 

　

優　

勝　

平
根　

伸
彦

　

準
優
勝　

増
尾　

裕
次

　

第
３
位　

岡
田　

智
光

▼
有
段
女
子
の
部

　

優　

勝　

岩
田　

京
子

　

準
優
勝　

上
馬　

英
子

　

第
３
位　

吉
村　

静
華

▼
称
号
者
の
部

　

優　

勝　

西
野　

文
子

　

準
優
勝　

和
泉　
　

武

　

第
３
位　

尾
吹　

将
大

▼
射
技
優
秀

　

優　

勝　

第
一
射
場

　

準
優
勝　

増
尾　

裕
次

　
県
民
総
体
兼
選
手
権
予
選

　

R
１
／
５
／
26

▼
男
三
段
以
下

　

優　

勝　

小
坂　

麻
嘉　
　

　

準
優
勝　

菊
地　
　

凜

　

第
３
位　

水
越　
　

優

▼
男
四
段
以
上

　

優　

勝　

小
沼　

隆
史 

　

準
優
勝　

木
元　

雄
太

　

第
３
位　

江
幡　

航
平

▼
女
三
段
以
下

　

優　

勝　

佐
久
間
香
名 

 

　

準
優
勝　

海
老
澤
美
幸

　

第
３
位　

小
松
﨑
彩
香
北

▼
女
四
段
以
上

　

優　

勝　

吉
村　

静
華 

 

　

準
優
勝　

斎
藤　

詩
乃

　

第
３
位　

五
十
嵐
も
も
な

▼
称
号
受
有
者
男
子

　

優　

勝　

船
越　
　

忠 

　

準
優
勝　

菊
地　

俊
和

　

第
３
位　

小
松　

正
幸

▼
称
号
受
有
者
女
子

　

優　

勝　

石
井　

幸
子

　

準
優
勝　

石
塚
美
志
土

　

第
３
位　

飯
田　

悦
子

選
手
権
決
勝
大
会

　

R
１
／
６
／
２

▼
有
段
者
男
子
の
部

　

最
高
得
点
賞　

大
森　

陽
平

　

優　

勝　

和
田　
　

崚

　

準
優
勝　

矢
幡　

拓
弥

　

第
３
位　

江
幡　

航
平

▼
有
段
者
女
子
の
部

　

最
高
得
点
賞　

長
谷
川
絵
鈴

　

優　

勝　

五
十
嵐
も
も
な

　

準
優
勝　

吉
村　

静
華

　

第
３
位　

小
林
由
紀
恵

▼
称
号
者
男
子
の
部

　

最
高
得
点
賞　

山
口　
　

純

　

優　

勝　

山
口　
　

純

　

準
優
勝　

小
出　

則
行

　

第
３
位　

尾
吹
将
大
茨

▼
称
号
者
女
子
の
部

　

最
高
得
点
賞　

石
井　

幸
子

　

優　

勝　

石
井　

幸
子

　

準
優
勝　

黒
澤　

智
子

　

第
３
位　

石
塚　

美
志

▼
関
東
選
手
権
有
段
派
遣

　

和
田　
　

崚

　

矢
幡　

拓
弥

　

岩
下　

智
明

　

吉
村　

静
華

　

五
十
嵐
も
も
な

　

江
幡　

航
平
（
補
）

　

小
林
由
紀
恵
（
補
）

▼
関
東
選
手
権
称
号
派
遣

　

山
口　
　

純

　

小
出　

則
行

　

尾
吹　

将
大

　

黒
澤　

智
子

　

船
越　
　

忠

　

小
沼　

勝
則
（
補
）

　

石
塚　

美
志
（
補
）

▼
全
日
本
関
東
予
選
男
子
派
遣

　

山
口　
　

純

　

小
出　

則
行

　

尾
吹　

将
大

　

福
地　
　

平

　

廣
木　

栄
則
（
補
）

▼
全
日
本
関
東
予
選
女
子
派
遣

　

石
塚　

美
志

　

黒
澤　

智
子

　

梶　
　

直
子

　

柴
山　

純
子
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紫
村
ト
ク
子
（
補
）

遠
的
大
会

　

R
１
／
７
／
15

▼
男
四
段
以
下

　

優　

勝　

松
尾　

一
郎

　

準
優
勝　

菊
地　
　

凜　

　

第
３
位　

木
村　
　

薫

▼
男
五
段
以
上

　

優　

勝　

岩
下　

智
明

　

準
優
勝　

平
戸　

信
行

　

第
３
位　

大
森　

陽
平

▼
女
四
段
以
下

　

優　

勝　

小
林
由
紀
恵

　

準
優
勝　

五
十
嵐
も
も
な

　

第
３
位　

斎
藤　

詩
乃

▼
女
五
段
以
上

　

優　

勝　

長
谷
川
絵
鈴

　

準
優
勝　

上
馬　

英
子

　

第
３
位　

萩
野
谷
綾
子

▼
派
遣
選
手
男
子

　

岩
下　
　

智

　

平
戸　

信
行

▼
派
遣
選
手
女
子

　

長
谷
川
絵
鈴

　

上
馬　

英
子

支
部
対
抗

　

R
１
／
８
／
24

▼
団
体
戦

　

優　

勝　

筑
波
大
学　

　
　
　
　
　
菊
地　     

凜
、水
越　
　

優
、 　

            

斎
藤　

詩
乃

　

準
優
勝　

水
戸

               

萩
原
明
日
香
、
佐
久
間
香
名
、 

   　
　
　
　

志
田　

正
実

　

第
３
位　

土
浦

　
　
　
　
　

木　
　

雄
之
、
野
口　

久
、

　
　
　
　
　

瀧
口　

眞
央　

ね
ん
り
ん

　

R
１
／
12
／
２

▼
選　

手

　

齊
藤　

千
晴　

谷
越　

敏
彦

　

越
川　

春
江　

川
端　

達
夫

　

矢
崎　

一
男

▼
監
督
・
交
代
選
手

　

青
木　
　

隆　

齊
藤
ミ
ユ
キ

中
野
杯

　

R
１
／
12
／
８

▼
男
子
の
部

　

優　

勝　

瀧
口　

眞
央 

　

準
優
勝　

松
尾　

一
郎

　

第
３
位　

平
須
賀　

功

▼
女
子
の
部

　

優　

勝　

長
谷
川
絵
鈴

　

準
優
勝　

大
貫　

春
恵

　

第
３
位　

岩
田　

京
子

▼
称
号
受
有
者

　

優　

勝　

中
嶋　

鉄
郎

　

準
優
勝　

根
本　

利
江

　

第
３
位　

尾
吹　

将
大

新
年
射
会

　

R
２
／
1
／
11

▼
三
段
以
下

　

男
子

　

射
詰
優
勝　

佐
久
間
香
名
（
水
戸
）

　

優　

勝　

菊
地　
　

凜

　

準
優
勝　

草
野　
　

弘

　

第
３
位　

磯
山　

立
樹

　

女
子

　

優　

勝　

江
幡　

里
奈

　

準
優
勝　

伊
藤　

遥
香

　

第
３
位　

佐
久
間
香
名

▼
四
・
五
段

　

男
子

　

射
詰
優
勝　

大
森　

陽
平（
蒼
藤
会
）　　

　

優　

勝　

平
澤　

好
美

　

準
優
勝　

増
尾　

裕
次

　

第
３
位　

瀧
口　

眞
央

　

女
子

　

優　

勝　

髙
橋　
　

静

　

準
優
勝　

横
山
美
津
子

　

第
３
位　

斎
藤　

詩
乃

▼
称
号
受
有
者

　

男
子

　

射
詰
優
勝　

萩
野
谷
綾
子（
射
友
会
）　　

　

優　

勝　

小
國　

英
智

　

準
優
勝　

髙
野　

敬
光

　

第
３
位　

鈴
木
正
太
郎

　

女
子

　

優　

勝　

萩
野
谷
綾
子

　

準
優
勝　

紫
村
ト
ク
子

　

第
３
位　

黒
澤　

智
子

茨
城
県
教
職
員
弓
道
連
盟
県
内
大
会
結
果

春
季
大
会

　

R
１
／
４
／
29

▼
男
子
の
部

　

優　

勝　

千
葉　

一
茂

　

準
優
勝　

青
柳　
　

優

　

第
３
位　

根
本　

栄
治

▼
女
子
の
部

　

優　

勝　

増
渕　

由
美

　

準
優
勝　

大
川
都
志
子

　

第
３
位　

大
金
喜
代
子

▼
総
合
の
部

　

優　

勝　

千
葉　

一
茂

秋
季
大
会

　

R
１
／
11
／
24

▼
男
子
の
部

　

優　

勝　

千
葉　

一
茂

　

準
優
勝　

白
石　

直
之

　

第
３
位　

後
藤　

裕
一

▼
女
子
の
部

　

優　

勝　

大
金
喜
代
子

　

準
優
勝　

八
巻　

千
夏

　

第
３
位　

大
川
都
志
子

▼
総
合
の
部

　

優　

勝　

千
葉　

一
茂

高
体
連
県
内
大
会
結
果

春
季
大
会
兼
関
東
大
会
県
予
選

　

R
１
／
５
／
11
（
女
子
）

　

R
１
／
５
／
12
（
男
子
）

▼
男
子
団
体

　

優　

勝　

土
浦
第
二
Ａ

　

準
優
勝　

石
岡
第
一
Ａ

　

第
３
位　

佐
竹
Ａ

▼
女
子
団
体

　

優　

勝　

清
真
学
園
Ａ

　

準
優
勝　

鹿
島

　

第
３
位　

佐
和

▼
男
子
個
人

　

優　

勝　

千
葉　

大
地
（
石
一
）

　

準
優
勝　

本
橋　

隼
人
（
土
二
）

　

第
３
位　

工
藤　

翔
太
（
守
谷
）

▼
女
子
個
人

　

優　

勝　

紙
田
梨
華
子
（
清
真
）

　

準
優
勝　

永
井　

美
加
（
鹿
島
）　

 　

　

第
３
位　

植
嶋　

巴
菜
（
佐
和
）

高
校
総
体
予
選
　
県
民
総
体
予
選

全
国
総
体
予
選
　
国
体
茨
城
大
会

　

R
１
／
６
／
15
、
16
、
18

▼
男
子
団
体

　

優　

勝　

清
真
学
園

　

準
優
勝　

常
総
学
院

　

第
３
位　

石
岡
第
一

▼
女
子
団
体

　

優　

勝　

土
浦
第
三

　

準
優
勝　

石
岡
第
一

　

第
３
位　

水
戸
第
三

▼
男
子
個
人

　

優　

勝　

田
川　

晟
梧
（
清
真
）

　

準
優
勝　

青
栁
賢
史
朗
（
常
総
）
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第
３
位　

飯
島　
　

琉
（
牛
栄
）

▼
女
子
個
人

　

優　

勝　

日
向
寺
美
羽
（
清
真
）

　

準
優
勝　

保
坂　

好
美
（
藤
代
）

　

第
３
位　

小
岸　

雪
佳
（
水
三
）

国
体
選
手
選
考
会

　

R
１
／
６
／
26

▼
候
補
選
手

　

男　

子　

千
葉　

大
地
（
石
一
）

　
　
　
　
　

大
和
田
寛
喜
（
土
二
）

　
　
　
　
　

田
川　

晟
梧
（
清
真
）

　

監　

督　

辻　
　

尚
宏
（
江
総
）

　

女　

子　

鈴
木　

来
実
（
清
真
）　
　

　
　
　
　
　

渡
邉　

真
由
（
清
真
）　
　

　
　
　
　
　

紙
田
梨
華
子
（
清
真
）

　

監　

督　

佐
久
間
和
彰
（
清
真
）

県
個
人
選
手
権
兼
関
東
個
人
選
手
権
県
予
選
会

　

R
１
／
7
／
29
（
女
子
）

　

R
１
／
7
／
30
（
男
子
）

　

R
１
／
7
／
31
（
決
勝
）

▼
男
子
総
合

　

優　

勝　

千
葉　

大
地
（
石
一
）

　

準
優
勝　

根
本　

志
竜
（
清
真
）

　

第
３
位　

佐
藤　

幸
生
（
石
商
）

▼
女
子
総
合

　

優　

勝　

佐
藤　

千
夢
（
守
谷
）

　

準
優
勝　

立
原　

花
希
（
日
北
）

　

第
３
位　

後
藤　

真
里
（
古
三
）

▼
男
子
１
年

　

優　

勝　

根
本　

志
竜
（
清
真
）

　

準
優
勝　

仲
田　

悠
人
（
清
真
）

　

第
３
位　

鈴
木　

琉
平
（
日
一
）

▼
女
子
１
年

　

優　

勝　

岩
井
菜
々
美
（
水
二
）　
　

　

準
優
勝　

小
林
あ
す
か
（
土
三
）　

　

第
３
位　

日
向
寺
美
羽
（
清
真
）

新
人
大
会
兼
全
国
選
抜
予
選

　

R
１
／
11
／
11
（
女
子
）

　

R
１
／
11
／
12
（
男
子
）

▼
男
子
団
体

　

優　

勝　

取
手
第
一

　

準
優
勝　

下
妻
第
二
Ｃ

　

第
３
位　

那
珂
湊

　
　
　
　
　

水
城

▼
女
子
団
体

　

優　

勝　

水
戸
第
二
Ａ

　

準
優
勝　

水
戸
工
業

　

第
３
位　

水
戸
第
三

　
　
　
　
　

石
岡
商
業

▼
男
子
個
人

　

優　

勝　

久
須
美
光
弥
（
水
城
）

　

準
優
勝　

橋
本　

良
也
（
玉
工
）

　

第
３
位　

松
本　

拓
夢
（
妻
二
）

▼
女
子
個
人

　

優　

勝　

坂
差
井
朋
佳
（
水
二
）

　

準
優
勝　

近
藤　

朋
佳
（
藤
代
）

　

第
３
位　

片
岡　

麻
衣
（
海
一
）

県
高
校
弓
道
冬
季
大
会

　

R
１
／
１
／
23
（
女
子
）

　

R
１
／
１
／
24
（
男
子
）

▼
男
子
団
体

　

優　

勝　

境

　

準
優
勝　

藤
代

　

第
３
位　

石
岡
第
一

▼
女
子
団
体

　

優　

勝　

水
戸
桜
ノ
牧

　

準
優
勝　

石
岡
第
一

　

第
３
位　

鹿
島

▼
男
子
個
人

　

優　

勝　

清
水　

紫
央
（
那
湊
）

　

準
優
勝　

勝
山　

陽
永
（
佐
竹
）

　

第
３
位　

大
和
田
寛
喜
（
土
二
）

▼
女
子
個
人

　

優　

勝　

原
田　

朋
佳
（
石
一
）

　

準
優
勝　

井
川　

綾
乃
（
鹿
島
）

　

第
３
位　

小
泉　
　

霞
（
江
総
）

中
体
連
県
内
大
会
結
果

県
総
合
体
育
大
会

　

R
１
／
７
／
26

▼
男
子
団
体

　

優　

勝　

東
海
南

　

準
優
勝　

清
真
学
園

　

第
３
位　

水
戸
二

▼
女
子
団
体

　

優　

勝　

水
戸
二

　

準
優
勝　

城
西

　

第
３
位　

猿
島

▼
男
子
個
人

　

優　

勝　

佐
橋　

崇
朗
（
清
真
）

　

準
優
勝　

國
生　
　

空
（
朝
日
）

　

第
３
位　

工
藤　

拓
海
（
竹
来
）

▼
女
子
個
人

　

優　

勝　

川
野
邊　

集
（
水
戸
二
）

　

準
優
勝　

保
科　

彩
花
（
朝
日
）

　

第
３
位　

木
村　

陽
伽
（
清
真
）

中
野
優
勝
旗
大
会

　

R
１
／
8
／
１

▼
男
子
団
体

　

優　

勝　

土
浦
一
Ａ

　

準
優
勝　

東
海
Ａ

　

第
３
位　

清
真
Ｂ
、
水
戸
二
Ａ

▼
女
子
団
体

　

優　

勝　

水
戸
二
Ａ

　

準
優
勝　

清
真
Ｂ

　

第
３
位　

城
西
Ａ
、
水
戸
二
C

▼
男
子
個
人

　

優　

勝　

大
沼　

知
幹
（
東
海
）

　

準
優
勝　

谷
畑　

智
哉
（
土
浦
一
）

　

第
３
位　

山
内　

謙
吾
（
水
戸
二
）

▼
女
子
個
人

　

優　

勝　

荻
沼　

咲
依
（
東
海
南
）

　

準
優
勝　

須
田
有
里
菜
（
茨
城
）

　

第
３
位　

川
野
邊　

集
（
水
戸
二
）

県
新
人
大
会

　

R
１
／
10
／
28

▼
男
子
団
体

　

優　

勝　

竹
来

　

準
優
勝　

清
真

　

第
３
位　

東
海
南

▼
女
子
団
体

　

優　

勝　

東
海
南

　

準
優
勝　

水
戸
二

　

第
３
位　

猿
島

▼
男
子
個
人

　

優　

勝　

工
藤　

拓
海
（
竹
来
）

　

準
優
勝　

居
林
煌
太
郎
（
竹
来
）

　

第
３
位　

吉
田　

大
也
（
千
波
）

▼
女
子
個
人

　

優　

勝　

松
井
志
緒
里
（
朝
日
）

　

準
優
勝　

平
野　

百
依
（
東
海
南
）

　

第
３
位　

出
野　

天
花
（
水
戸
二
）

武
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

R
１
／
11
／
17

▼
男
子
の
部

　

優　

勝　

居
林
煌
太
郎
（
竹
来
）

　

準
優
勝　

本
堂　

覚
士
（
阿
見
）

　

第
３
位　

船
戸　
　

凌
（
千
波
）

▼
女
子
の
部

　

優　

勝　

篠
原　

利
果
（
千
波
）

　

準
優
勝　

黑
川　

怜
音
（
東
海
南
）

　

第
３
位　

川
野
邊　

集
（
水
戸
二
）
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令和元年度　中央（臨時）審査会　合格者
No 取得 氏　　　名 所　属 取得日 審　査　場　所

1

教士

黒　澤　智　子 三菱ケミカル R 1 . 　 8 . 3 1 【福岡】定期中央審査会

2 石　塚　美　志 土 浦 亀 城
R 1 . 1 1 . 　 1 【東京】定期中央審査会

3 堀　　　　　史 土 浦

4

六段

紫　村　トク子 水 戸 R 1 . 　 5 . 1 9 【東海地区】臨時中央審査会

5 根　本　利　江 東 海 R 1 . 　 9 . 1 5 【関東地区】臨時中央審査会

6 伊　東　　　喬 日立市中央 R 1 . 1 0 . 1 3 【東北地区】臨時中央審査会

7

錬士

荒　木　広　大 土 浦 亀 城 R 1 . 　 7 . 2 8 【宮城】特別教員臨時中央審査会

8 新　川　広　毅 神 栖
R 1 . 　 9 . 1 4 【関東地区】臨時中央審査会

9 新　川　喜美子 神 栖

10 岩　野　かおり 土 浦 亀 城 R 1 . 1 1 . 1 6 【関東地区】錬士臨時中央審査会

11 小　國　英　智 勝 田
R 1 . 1 1 . 1 7 【関東地区】錬士臨時中央審査会

12 谷　山　豪　祐 土 浦 亀 城

13 宇留野　純　平 東 海

R 1 . 1 2 . 2 1 【東京】特別臨時中央審査会
14 渋　谷　輝　男 牛 久

15 宮　田　はるみ 水 戸

16 市　毛　克　哉 水 戸

令和元年度　連合審査会　合格者
No 取得 氏　　　名 所　属 取得日 審　査　場　所

1

五段

福　地　信　昭 射 友 会 R 1 . 　 9 . 1 6 【栃木】関東地域連合審査

2 下　津　隆　明 霞 ヶ 浦

R 1 . 1 0 . 2 0 【茨城】関東地域連合審査3 五　賀　友　継 筑 波 大 学

4 吉　村　静　華 堀 原

5 瀧　口　眞　央 土 浦 R 1 . 1 1 . 1 0 【東京】関東地域連合審査

6 栗　原　希代子 土 浦 亀 城
R 2 . 　 2 . 　 9 【東京】関東地域連合審査

7 木　村　　　薫 日 立 市
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